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第一章 ひとりえっち上級者








　階段を上って地下鉄の駅を出れば、秋の訪れを思わせる涼やかな風を頬に感じる。

　晴れ空の下を歩くこと二分。向かいのビルを鏡のように反射しているガラス張りの建物──ミラースクエアビルが見えてきた。

　わたし──築島つきしま心春こはるは、職場であるミラースクエアビルへ入る。自動ドアのガラスには、カーディガンにチェック柄のロングスカートを合わせただけのシンプルな恰好のわたしが映っていた。

　受付のお姉さんに「おはようございます」と挨拶をしたあと、エレベーターに乗った。十階建てビルの八階に、わたしが所属する商品開発部のオフィスがある。

　ミラースクエアビルの五階から十階にオフィスを構える熊野ナチュラル株式会社では、ハーブやアロマテラピーの原材料を輸入、それをもとに商品開発して、北は北海道から南は沖縄まで全国で販売している。

　大学を卒業後、熊野ナチュラルに就職して約三年。わたしはいつも朝いちばんに出社する。そして仕事一筋で商品開発に励んできた。仕事にばかり励んできたのにはいくつか理由があるのだけれど、やりがいを感じるのは、素晴らしい上司がいてくれるからこそ。

「──おはよう、築島。今日も早いな」

　低いのに、よく通る声。毎日聞いているはずなのに、いつだって新鮮な感じがするのはなぜだろう。

　テーブルの上を拭いていたわたしは、すぐに顔を上げて声の主を見た。

「おはようございます、吉垣よしがき部長！　部長も、今日もお早いですね」

「まあな」と答えて小さく笑い、吉垣部長は自分のデスクへ歩いていった。わたしはそれを目で追う。

　吉垣部長は、三十歳という若さでこの商品開発部の部長を務めていて、いつもわたしのあと──二番目に出社してくる。

　あんまり朝早く出社しては迷惑かもしれないと思ったこともあるけれど、部長は「築島が早く来たいのならそれで構わない」と言ってくれた。

　もっとも熊野ナチュラルはフレックスタイム制なので、十時から十五時のコアタイムさえオフィスにいれば朝の出社時間は自由だ。朝早いほうが偉いわけではないのだろうけれど、通勤するのにも早朝から動くほうがなにかと効率がいいから、そうしている。

　そしてこの朝の時間があるからこそ、わたしはほかの同僚よりもたくさん吉垣部長と接する機会に恵まれている。朝は仕事の話だけでなく、雑談をすることもあるのだ。

　吉垣部長はイスに腰かけると、さっそく右手をマウスの上に置いた。メールチェックをしているのだと思う。

　切れ長の瞳がパソコンの画面に向けられているのをいいことに、わたしは斜め向かいの席から吉垣部長を観察する。

　どんな角度から見ても艶のある黒い髪。襟足は短く整えられているけれど、前髪はわりと長めで、目にはかからないよう斜めに流されている。

　通った鼻筋の下にある唇はほどよくふっくらとしている。仕事中の吉垣部長は特に精悍な顔立ちをしている。

　ああ……今日もかっこいい。

　わたしは目の保養に勤しむ。吉垣部長に癒やしと萌えを感じながら仕事に励む日々だ。

　それって仕事一筋なの？　って、我ながらちょっと疑問に思うけれど。同じ部署の女性陣はみんなが吉垣部長に憧れを抱いているから、大目に見てもらいたい。

　不意に吉垣部長と目が合う。盗み見ていたつもりが、無遠慮に眺めてしまっていたらしい。

「うん？　どうかしたか」

「いっ、いえ……なんでもありません」

　見とれていたなんて言えるはずもなく、わたしは曖昧に笑って、パソコンのモニターに視線を据えた。







　週末。大きなプロジェクトが一段落した翌朝。

　例のごとく、わたしと吉垣部長はふたりきりでオフィスにいた。といっても、あと三十分もすればほかの社員が出社してくる。

「築島。今夜は打ち上げだ」と、吉垣部長が明るい調子で声をかけてくれた。

　半年ほど前から、吉垣部長とは業務終了後に居酒屋やバーへ行くことがある。今夜の打ち上げは一週間前から約束していた。月に一回程度ではあるけれど、プロジェクトが終わるたび、業務終了後にふたりきりでプライベートな時間を過ごしている。

　わたしも部長も朝が早いから、自然と終業時刻も早くなる。吉垣部長だけ残業していることもあるけれど、一大プロジェクトが終わったばかりなので、残業するほど急を要する仕事はひとまずない。

　オフィス外でも吉垣部長と一緒にいられることが嬉しくて顔がにやけてしまう。

「はいっ！　楽しみです」

　そして終業後。わたしは部長よりも先にオフィスを出て、地下鉄の駅前で彼を待った。

　吉垣部長の終業時刻ももうすぐだから、ミラースクエアビルの中で時間を潰していてもいいのだけれど、そうはできない。

　ふたりで飲みにいくことは、同僚には内緒にしておいてほしいと以前、吉垣部長にお願いした。

　部長は「なぜだ？」と首を傾げていたけれど、理由は単純だ。女性社員の憧れである吉垣部長を独り占めしているとみんなに知られたら、大変なことになるからだ。

　ほかの同僚からは、吉垣部長とふたりで飲みにいったという話は聞いたことがない。

　……けど、ほかの女性社員だってもし吉垣部長とふたりきりで飲みにいったとしたら絶対、内緒にしてほしいって言うよね。

　だからきっとわたしが知らないだけで、ほかの部下とも飲みにいくことはあるはず。吉垣部長は業務を円滑に進めるため──部下との親交を深めるため──飲みに連れていってくれるに違いない。

　わたしは吉垣部長にとって特別なわけではないのだろうと思い至ると、ちくりと胸が痛んだ。吉垣部長は上司であって、わたしは恋人でもなんでもないのに、勝手に妄想して嫉妬している。情けない。

「──すまない、待たせた」

　走って来てくれたのか、吉垣部長の息は弾んでいた。

「いえ、とんでもないです。わたしのほうこそ、えっと……先にオフィスを出てきてしまって、すみません」

　すると吉垣部長は、オフィスにいるときとは違う、いたずらっぽい笑みになり、わたしの口真似をして「とんでもないです」と言った。オフィスにいるとき、そんな切り返しをされたことはない。いまは『プライベート』なのだと意識して、わたしは走ってもいないのに頬が熱っぽくなる。

　ついさっきまで、部長が飲みに連れていってくれるのは『業務を円滑に進めるためのコミュニケーション』だと考えていたはずなのに──。

「俺とふたりで飲みにいくことは、内緒……なんだろう？」

　吉垣部長が首のネクタイを緩める。凄まじいまでの色気が漂ってくる。そんなに誘惑しないでくださいと、喉まで出かかった。

　彼の額には少し汗が滲んでいる。まるで、わたしに早く会いたくて走ってきてくれたみたい──だなんて、都合のいいように解釈しすぎだ。

「行こうか」

　吉垣部長のあとについて、地下鉄のホームへ続く階段を下りはじめる。

　部長が連れていってくれるお店は毎回、違う。最初に行ったのはカジュアルな居酒屋。その次は隠れ家的なこぢんまりとした飲み屋。そして今夜は、地下鉄で駅を三つほど跨いだところにある高層ホテルのバーだった。

　なにか用事がなければ入るのがためらわれるような高層ホテルへ、吉垣部長はなんでもない顔で入っていく。そして「ここの地上階にあるダイニングバーで飲む」とさらりと告げられた。

　わたしの恰好、おかしくないかな？

　ホテルロビーの窓ガラスに映る自分の姿をチェックする。胸のところまである薄茶色の髪は毛先を軽く巻いたあとハーフアップにしていた。

　ジャケットの裾はウエストからフレア状に広がっているので、華やかさはあると思う。そのぶんスカートはタイトなものを合わせたから、甘すぎないコーディネートになっているはずだ。

　今夜、吉垣部長と飲みに出かけることはわかっていたから、ふだんよりも服装には気を遣ったつもりだ。

　部下ではなく女性として見られたい気持ちが、ゼロではない。

　……ううん。部下でも充分だから！

　わたしはいったいなにを期待しているのだと、自分を戒める。『仕事一筋』が聞いて呆れる。こうしてふたりで食事に行けるだけで、充分すぎるほど幸せだ。

　週明けからも仕事に励めるように、いまのうちにたくさん目の保養をしておこう。

　吉垣部長をそっと眺める。彼はいつもと変わらない。いや、いつもどおり完璧というほうが正しい。

　艶のあるネイビーのストライプジャケットとボトムス。光沢のあるネクタイには格子の地模様が入っている。足が長くて姿勢がいい吉垣部長だから、ただ歩いているだけでも映画やドラマのワンシーンのよう。

　吉垣部長とオフィス外へ出かけるようになってわかったことだけれど、部長はオフィス内だけでなく街ゆく人々の視線も攫っていることがよくある。

　いつまでも、何度でも見たくなる──そんな魅惑的な男性。しかも仕事ができて、性格までよいときたら結婚していてもよさそうなものだけれど、吉垣部長は独身だ。

　部長が連れてきてくれたのは、外国の書斎のような落ち着いた雰囲気のダイニングバーだった。

　吉垣部長はあらかじめ席を予約していたらしかった。ウェイターさんが『ＲＥＳＥＲＶＥＤ』の札をテーブルから取り上げる。

　中庭を見渡せる窓際のテーブル席からは、色とりどりのきれいなイルミネーションが見えた。

　地中海を思わせるオリーブマリネと、くるみとかぼちゃのクリームディップ。そしてローストビーフ。どれも絶品で、頬が落っこちそうになる。

　食事が済むころにピアノ演奏がはじまった。わたしと部長はお互いにカクテルを飲みながら演奏に聴き入る。

　それからおよそ三十分後。ピアニストのお姉さんは、どうしてかハッピーバースデーの曲を弾きはじめた。

　バーのウェイターさんがゴロゴロとワゴンを押してきて、わたしたちの席の前で止まる。

　テーブルにいちごのホールケーキが置かれた。中央のクッキープレートには『ＨＡＰＰＹ　ＢＩＲＴＨＤＡＹ　ＫＯＨＡＲＵ』と書かれている。

　ＫＯＨＡＲＵ……こはる……心春……わっ、わたし!?

「築島は今日で二十五だろ。おめでとう」

「え……あ、わ……忘れてました」

「そうだと思った」

　涼しい顔で笑って、吉垣部長はカクテルを仰いだ。

　部長は同僚の誕生日を覚えている。そして誕生日にはメールを送ったり、おめでとうと声をかけたりしている。

　けれどふたりきりで来たバーで、こんなふうにお祝いされるなんて思ってもみなかったし、今日はわたしの誕生日ということすら、すっかり忘れていた。

「いつも朝いちばんに出社して仕事に励んでいるからな。ご褒美……というのも、ちょっとどうかとは思うが。俺なりの感謝の気持ちだ」

　先ほどまでの涼しい顔とは打って変わって、少し照れたようすで吉垣部長が言った。

「あ、ありがとうございます……っ」

　感動して、嬉しくて、涙が出そう。

　わたしだけ特別なんじゃないかって、勘違いしちゃいそうになるけど……そうじゃない。

　吉垣部長は言っていた。朝いちばんに出社してがんばっているご褒美だ──って。

　吉垣部長はがんばりを認めてくれる。褒められると嬉しくて、もっとがんばろうといつも思う。

「そういうわけで今夜は俺の奢りだから、どんどん飲むといい」

「いいんですか？　本当にどんどん飲んじゃいますよ？」

「もちろん。築島が飲めるだけ、いくらでも」

　微笑する吉垣部長にきゅんとする。

　吉垣部長は「今夜は」なんて言っていたけれど、ふたりで飲みにいったときはいつもご馳走になっているから、申し訳ない気持ちもある。

「ありがとうございます、部長」

「ああ。本当に遠慮しなくていいから」

　申し訳なく思っているのを見透かしたように、吉垣部長は穏やかに笑っている。

　仕事でだってそうだけど……吉垣部長はわたしのこと、すごく理解してくれてる。

「ケーキ、切り分けますね」

　ホールケーキにナイフを入れて小皿に取り分ける。部長はわたしの好みを把握してくれているのか、甘すぎないクリームだったから、ぺろりと食べてしまった。

　カクテルも、どんどん飲み進める。本当に甘えすぎだとつくづく思う。

「ところで築島。少し立ち入ったことを訊いても？」

「はい、なんでしょう」

「築島は入社以来、浮いた話もなくずっと仕事一筋で励んでいるな。感心するが……その、なにか理由が？」

　だいぶ酔いがまわっているせいか、ドクンと大きく胸が高鳴る。

　新入社員だった三年前。吉垣部長はまだいまの役職ではなくて、第一グループのマネージャーとして、わたしたち新入社員を指導していた。

　その名残りなのか、吉垣部長はいまでもわたしのことを気にかけてくれる。こうしてふたりで飲みにくることができるのだって、そのおかげに違いない。

　仕事に励む理由は、たくさんある。いまの仕事が楽しいからとか、出世したいからとか、ほしいものがあるからお金を貯めたいとか。

　けれどそのうちのどれにも、わたしの本当の理由は当てはまらなかった。

　もしかしたらそのことに、吉垣部長は勘づいているのかもしれない。部長はまわりのことをよく見てくれているから──。

　吉垣部長になら、本音を言っても……いい？

　そっと彼のほうを窺い見れば、まるで「なんでも話せ」と言うように部長は微笑して小さく頷いた。なにもかも包み込むようなほほえみに心を打たれて、わたしは大きく息を吸い込む。

「わ、わたし……ひとりえっち上級者なんです」

　ああ、なに言ってるの？

　頭の片隅ではずっと警鐘が鳴っていた。

　わずかに残っていた理性的な部分が『もうこれ以上、吉垣部長に愚痴を零してはいけない』と訴えかけてくる。

　職場の上司にいったいなにを告白してるの？　こんなの、絶対にだめ。

　常識的にはありえない発言だとわかっているはずなのに、吉垣部長が「へえ。それで？」と、話の続きを促しながら優しい眼差しを向けてくれるから、長年の悩みの種を吐きだしてしまいたくなる。

「学生のときに付き合ってた彼氏に、言われたことがあるんです。イッたふりばっかりしてるだろ……って。それで、ふられて……」

　完全に酒の勢いを借りてしまっている。

　けれどこれは、ずっとだれかに聞いてもらいたかったことだから。

　……ううん。女友達にだって話したことはある。

　いま悩みを打ち明けてしまったのは、吉垣部長だから。新人のころからずっと、わたしを正しいほうへと導いてくれた吉垣部長ならきっと、この悩みを解決してくれるのではないか……って。

　でもそれは、言い換えれば吉垣部長に下心を持っているから──のような気もする。

　わたしは邪な考えを振り払うように小さく首を振る。

「学生のときみたいにまた幻滅されるかもしれないって思ったら……わたし、怖くて。恋をしたり、お付き合いしたりするのが、怖い。だから、ひとりでえっちしてるほうがずっといいって思うようになって」

　吉垣部長のことは、ただ眺めていられればそれでいい。そんなことまで口走ってしまいそうになり、思いとどまる。

　だって、告白しているようなものだ。

　わたしの気持ちは、知られたくない。怖い。もし仮に吉垣部長と付き合えたとしても『演技』ばかりのセックスはきっと彼も楽しくない。

　つまらない女だと、失望されたくなかった。それなら、いまの良好な関係をずっと続けていくほうがいいに決まっている。

　……けれど自分で「ひとりえっち上級者」だなんて。

　いまの発言ですでに幻滅されたかもしれない。そして、吉垣部長はわたしの『下心』を見抜いてしまうかも──。

　部下ではなく女として見てもらいたいという下心があることを知られたくなかった。いやらしい女だとは思われたくない。けれどやっぱり女としても見てもらいたくて──と、あれこれと計略する自分の浅ましさが嫌になる。

　お酒のせいなのか、気持ちの整理ができない。そんな状態で、軽はずみに相談してはいけなかったのだ。

　いまさら後悔の念に駆られ、わたしは慌てて口を開く。

「あのっ、やっぱりいまのは忘れ──」

　ところが吉垣部長が言葉を被せてくる。

「つまり築島は、人前でも自然と……上手にイけるようになりたいと？」

　吉垣部長の言葉には、少しもいやらしさがなかった。

　新人や後輩の指導をしてくれているときとまったく同じトーンで、ごく真面目に問われている。

「え、えっと……はい。そう……です」

　発言を撤回するのを忘れて、つい素直に認めてしまう。

　すると吉垣部長はおもむろに頷いた。

「築島を育ててきたのは俺だ。最後まで手ほどきしてやろう」

　冗談ぽく言いながら、吉垣部長が笑みを深める。その艶めいたほほえみに、心臓がドキリと音を立てた。

「はい、あの……よろしくお願いします」

　いったいどんな「手ほどき」なのか、まったく想像がつかないのに「よろしく」だなんて。

　わたしが二つ返事をしたからか、吉垣部長はほんの少しだけ目を見開いたあとでまた笑った。

　ダイニングバーを出てフロントへ行く。ここはビジネスホテルとは違う。仕事では宿泊することのないようなホテルだ。

　でも、吉垣部長に手ほどきしてもらうんだから……これも『仕事』なのかな？

　ぼんやりとそんなことを考えているあいだに吉垣部長は慣れたようすで部屋を取ってしまった。

　エレベーターに乗る。ガラス張りなので外が見える。どんどん高層階へ。階が上がるにつれて緊張感が増す。

　吉垣部長はわたしを見おろしていた。目が合うと、部長は穏やかにほほえんだ。ポンッと軽く肩を叩かれる。

「そう気負わなくていい。築島が嫌だと思うことはしないから。嫌なら嫌だとはっきり言ってもらってかまわない」

「は、はい……」

　部長のあとについて部屋へ入る。白と茶色を基調にしたダブルルームだった。窓の向こうは無数の光に溢れていた。

　部長がジャケットを脱ぐ。

「あ、お預かりします」

　部長が脱いだジャケットをハンガーに掛けたあと、自分の上着も同じようにした。

「──ではまず、築島がひとりえっちしているところを見せてもらおうか」

　わたしはぱちぱちと何度も瞬きをする。

「さっき、気負わなくていいって……」

「そうだな。さっきも言ったが、嫌なら断っていい。だが築島は『ひとりえっち上級者』なんだろう？　どんなものか、見てみたい」

　吉垣部長はいつになく楽しそうだ。

　……ううん。部長はいつだって楽しそうに仕事してる。

　どれだけ忙しくても、部長がイライラしているところなんて見たことがないし、それどころか、焦る部下たちを宥めて「大丈夫だ」って励ましてくれる。

　そしてそれは口先だけじゃない。

　吉垣部長はなにをするにも仕事が早い。他部署の同僚からも信頼されていて顔が広く、もう無理だと諦めたことでもなんとかしてくれる。もちろん部長を頼りきりにするわけではない。吉垣部長がいてくれるから、みんな伸び伸びと自分の仕事に打ち込むことができる。

　吉垣部長はいつも正しい。ひとりえっちしてるところを見せるのも、きっと『手ほどき』に必要なことなのだ。

　わたしは意を決して言う。

「あの……っ。う、後ろ向きでも……いいですか？」

　ひとりえっちしてみせようと決意はしたものの、部長に見せつけるようにするのは──無理。

　吉垣部長は「ん──」と唸る。

「……まあ、いい。後ろ向きでも」

　ほっとするものの、部長はどこか不満そうだった。それから部長はソファに座って見物を決め込む。

　わたしは彼に背を向けてベッド端に腰かけた。

　どうしよう……もう恥ずかしい！

　ただベッドに座っただけだというのに、すでにいたたまれない気持ちになっている。

　ジャケットはさっき脱いだ。インナーの黒いシフォンブラウスはまだきちんと着ているのに、それだけではずいぶんと心許なく思えてくる。

「築島がふだんしているのと同じように」

　背後から指示が飛んでくる。吉垣部長はわたしがためらっているのがわかったようだった。明らかに挙動不審だったのだろう。

　吉垣部長は、わたしの悩みを解決しようとしてくれてるんだから！　肝心のわたしが応えられなくてどうするの。

　自分に活を入れて、シフォンブラウスの裾をスカートから引っ張りだし、ブラジャーの下から無理やり胸へと両手を突っ込む。

　乳首は、すでに尖っていた。

　だって吉垣部長が後ろにいるから。いつも吉垣部長で『妄想』している。

　わたしは自分の乳首をつまんで、小さく捻る。ところが、いつもほど集中できない。わたしは少ししたあとで、それもそうだと気がつく。

　本人を目の前にして、うまく彼で『妄想』するなんてできない。

　そもそも、吉垣部長の前でこんなことをしている時点でやっぱり恥ずかしくてたまらない。

　それなのに妄想までするなんて──と、いけないことをしている気持ちが強くなる。

　わたしは手を止めて俯き、唇を噛みしめていた。

「……どうした？　手が止まってる」

　急に背後から声が聞こえた。いつの間にか吉垣部長がすぐ後ろに立っていて、わたしの顔を覗き込んでいた。

「やっ、な、なんで……。後ろ向きで、いいって」

「そうだな。だが築島のことを見ないとは、言ってない」

「そんな……」

　頬や耳に熱が集まる。恥ずかしくて泣きたくなってくる。

　吉垣部長がわたしの正面にまわり込んでくる。わたしが泣きそうなことに、すぐ気がついたようだった。

　目元をそっと撫でられ「平気か？」と声をかけられる。

「すまない。俺に見られるの……泣くほど嫌だったんだな」

「いえ、その……。でも、これ以上……自分で、するのは……」

「わかった。もうひとりでしなくていい」

　大きな手のひらで頭を撫でられる。

「ひとりでがんばる必要は、ない」

　低くて、どこか甘い囁き声。きゅうっと、心臓を締め上げられたみたいになる。

　部長の視線はいつもどおり優しくて、すべてを許されている気がして落ち着く。

　わたしは自分の胸にあてがっていた両手をゆっくりと膝へ戻した。

「過度に緊張するからイけないんだろうな。もっとリラックスできる環境を整えなければ」

　吉垣部長は顎に手を当てて、真剣な表情で首を捻った。

「ひとまずお互いに名前で呼び合ったほうがいい」

「え……どうしてですか？」

　吉垣部長がわたしの隣に座る。ベッドが深く沈み込む。部長はベッドに片手をついてわたしの顔を覗き込む。

「部長だとか築島だとか言っていたら、会社にいるみたいだろう──心春？」

　彼の顔がいつもより近くにあるからか、ドキンッと胸が鳴る。

　わたしの名前って、こんなに特別だったっけ──。

　吉垣部長の口から紡がれたというだけで、世界でひとつだけの名前に思えてくる。

　じいっと見つめられる。吉垣部長の熱い視線が「名前で呼べ」と訴えかけてくる。

「俺の名前、知らなかったか？」

「まっ、まさか！　知ってます、もちろん」

「……そうか」

　嬉しそうにほほえむ彼から目が離せなくなる。けれどいま、わたしがするべきことは部長の名前をきちんと呼ぶこと。

「……け……慶けい、さん」

　声が震えてしまったのが情けなかった。

　ただ、名前を呼んだだけなのに。部長の名前も、わたしが呼ばれたのと同じで、すごく特別なものに思えたから──ひどく緊張してしまった。

「……ああ」

　優しい眼差しで見おろされている。よくできましたと言わんばかりに頭を撫でられて、嬉しくなる。

　吉垣部長──もとい慶さんは、しばらくわたしの頭を撫でてくれていた。

「よし。じゃあ次はリラックスできるマッサージだ。後ろを向いて」

「は、はいっ」

　わたしは足だけを動かして体の向きを変える。慶さんの両手が肩にあてがわれる。

「肩──凝ってるな。心春は本当にがんばり屋だ」

　また名前を呼ばれてドキリとした。それだけではなく「がんばり屋」と褒められたから、嬉しさもあいまってそわそわする。

　ほどよい力加減だった。凝り固まっていた肩が解されていくのがわかる。

　けれど部長に──慶さんにこんなことをしてもらって、申し訳ない気持ちもあった。

「心春は……休日はなにをしている？」

「そうですね……ビジネス書を読んだり……買い物したり、ですね。ショッピング中もつい、他社の製品とうちのを比べちゃったりします」

「なんだ、休みの日も結局仕事ばかりじゃないか」

「す、すみません……」

「なぜ謝る。感心した。俺も見習わないと」

「そんな、部長──じゃなかった、慶さんがわたしを……み、見習うなんて。わたしはただ、休みの日にすることがないからそうしてるだけなんです」

「そうか。だがまあ……心春は根っからの努力家なんだろうな」

　かあっと頬が熱くなる。赤くなっているであろう顔を見られていなくてよかった。もしも真正面から見られていたらもっと頬が熱くなっていたと思う。

　わたしの趣味について聞いたり、褒めてくれたりするのって──もしかして、わたしに自信を持たせて緊張しないように……って、考えてくれてるのかな。

　慶さんにはいつも大事にされている。もちろん部下としてなのだろうけれど、それでも嬉しい。

「肩はだいぶ解れたな」

　ふたつの大きな手のひらが背中に移動する。背のブラジャーを絶妙に避けて揉み解される。

　でもそれって、慶さんはブラジャーの位置が的確にわかるってことだよね。

　そう思うとなんだか恥ずかしい。

　黒いブラウスだから透けてるわけじゃないと思うけど、ブラジャーの部分だけボコッと浮いて見えるのかも。

　それはつまり、慶さんがわたしの背中を注意深く観察しているということで──。

　急に彼の視線を意識して、脇腹のあたりがぞくぞくしてくる。

　そしてそれに気づいたように、慶さんの両手が脇腹を押さえた。自分のものよりも大きな手のひらはすごく存在感がある。

「あ……吉垣、ぶちょ……」

「違うだろう？」

　そうだ、名前で呼ばなくては。

「慶さん……そ、そこ……うぅ」

　なおも慶さんは脇腹を摩る。

「ここが……なんだ？　くすぐったい？」

　耳のすぐそばで声を紡がれて、よけいにくすぐったくなる。わたしはこくこくと何度も頷いた。

「じゃあ──もっと上のほうをマッサージしないとな」

　そうして慶さんの両手が、膨らみのほうへと移ろう。

「あっ……」

　ブラウス越しに、感触を確かめるようにゆっくりと慶さんの両手が胸へと這い上がっていく。

　急に彼の両手が熱を帯びたような気がする。もしくはわたしが、慶さんの手を意識しすぎているせい。

　下着とブラウスを隔てて、慶さんの両手が胸を掴む。わたしが「んっ」と声を漏らすと、慶さんは手を止めた。

「……嫌？」

　吐息混じりの声に、体の芯が痺れるようだった。

「や、じゃ……ない、です」

　むしろこうして触れられるのが気持ちよすぎて、困っている。衣服越しでもこうなのだ。じかに触れられたらいったいどうなってしまうのだろう。

　そんなことを考えているあいだに、慶さんの片手が背中側へまわり込んできて、ブラウスの中へするすると入っていった。あっという間にブラジャーのホックを弾かれる。

「……っ」

　下着のホックを弾かれただけ。それだけなのに、ぞくりとする。寒気とか悪寒とは違う、心地よい震えが走った。

　早く、じかに胸に触ってほしいと思ってしまうのは淫らで強欲だろうか。

　緊張はしているものの、体はどんどん焦れていく。息遣いが荒くなってくる。

「呼吸が荒いが……大丈夫か？　けっこうな量の酒を飲んだだろ、心春は」

　気遣いの言葉が嬉しくて、よけいに呼吸がままならなくなる。

「へい、き……です、から」

　平気だから、早く触って。

　いくらなんでもそこまで本音は漏らせない。わたしは唇を引き結ぶ。

「うん？　言いたいことがあるなら、はっきり言っていい。あんまりなんでも心の中に溜め込んでおくのはよくない。俺には、なんでも話していい」

　穏やかで落ち着いた声は耳に心地いい。

「俺は心春のことを絶対に嫌いにならないし、軽蔑もしない」

　懐が深すぎて泣きそうになる。

「慶さん、いい人すぎ……です」

「そうでもないぞ」

　耳をぺろりと舐められた。熱くざらついた感触がたまらなくて「んっ」と高い声が出る。

「それで……心春の望みは？」

　慶さんの両手はいつの間にかブラウスの内側に入り込んでいたのだけれど、胸のすぐ下で止まっていた。期待と緊張のせいで、喉元がひとりでにごくりと動く。

「あ、あの……わたし、本当に大丈夫なので……。だから、早く……触って、もらいたくて」

　わたし──どうしてこんなに恥ずかしいこと、言ってるんだろう。

　でも慶さんは、なんでも話していいって言ってくれた。わたしのこと、嫌いにならない──って。

　だからいいんだ、と自分自身を納得させる。

「偉いな、素直に言えて。さっきはああ言ったがやはり、本心を曝けだすのはなかなか勇気が要ることだ」

　彼の唾液で少し湿った耳たぶをそっと撫でられる。そのあとは両方の手のひらで頬を覆われた。肌の感触を確かめるように、彼の両手はやんわりと頬を押しながらするすると下降していった。

「心春は、偉い。素直ないい子だ」

　なんだか子ども扱いされている。

　でも悪い気なんて全然しない。むしろ、そうして褒められるとやっぱり嬉しくて、気分がどんどん上がっていく。

　ご褒美のように、慶さんがやっと胸に触ってくれる。彼の両手が下着の内側へと滑り込んだ。

「ひぁっ……！」

　ふたつの膨らみを両手で包み込まれ、ブラウスの内側で上下に揺さぶられる。緩んだブラジャーはそのままだから、乳首が下着と擦れて切なくなる。

　どうしよう──自分でするよりも何倍も気持ちがいい。

　ひとりえっち上級者だなんて、いますぐに取り消したいくらい──。

「あ、ぁ……っ」

　たまらず身悶えしていると、肩が彼の胸板に当たった。わたしとは違う大きな体を意識して、全身に熱がこもっていく。

　わたしはいま、ひとりでえっちなことをしているわけじゃ──ない。すぐそばには慶さんがいて、わたしを気持ちよくしてくれている。

　ぶわわわ……と、感動と快感が一緒くたになって込み上げてくる。

「ん、ふっ……んんっ」

　艶めかしい声が出るのが恥ずかしくて、両手で口を押さえる。

「声も、我慢しなくていい。ありのまま……聞かせて」

　まるで切実にそう願っているような声音だった。真剣に『手ほどき』してくれているのだろう。仕事でだっていつもそうだ。

　彼はきっと使命感を持って、一所懸命に取り組んでくれている。たとえ愛情でなくても、その真摯な気持ちが嬉しくて、自然と高い声が漏れる。

「ふっ……あぁ、あっ……」

　胸の先端がひとりでに尖っていくのが感覚でわかった。そうなるとますます、下着と擦れるようになる。

　慶さんの手つきはずっと優しい。感触を確かめるように、じっくりと胸を揉みしだかれている。敏感な先端には、触れる気配がない。

　もどかしくて体を捩ると、慶さんはやっと胸の中心に指をあてがってくれた。

　けれどそれも、いきなり乳首に触るのではなくて、乳輪を指先で擦られるところからはじまる。

　ブラウスとブラジャーはそのままだから、胸を見られているわけではない。それでも慶さんは、手触りだけで乳輪の位置がわかるらしい。絶妙に乳首を避けて円を描かれる。

　わたしのブラウスを脱がせないのはたぶん、さっき顔を覗き込まれたときに少し泣いてしまったから。あえて脱がせないようにしているのだと思う。

「あん、ぁ、あぁっ……！」

　乳輪を押されることで、わたしの指とは違う、硬い感触を思い知らされる。

　ひとりえっちばっかりしてたからよけいに、違いを感じちゃうのかも……。

　そしてその『違い』は、決して不快なものではなく、この上なく好ましいものだった。

　執拗に乳輪を擦られて、気持ちよさで呼吸が弾む。けれど少しでも身じろぎすれば、彼の指が乳首に当たってしまいそうだった。

「……心春」

「ひぁっ！」

　急に耳元で呼ばれたものだから、驚いて肩を上下させてしまう。その拍子に、慶さんの指がトンッと乳首に当たった。

　慶さんの意思でそこに触れたのか、わたしが体を動かしたせいなのか、わからない。けれど慶さんは特に慌てることなく乳首を弄りはじめた。

　硬くてごつごつした指先が、乳首の根元を小さく擽る。遊んでいるような指遣いだ。ごくたまにだけれど、慶さんはオフィスでボールペンの上下を片手でくるりとひっくり返すことがある。そのようすを思いだして、わたしの乳首もボールペンと同じように弄ばれている気持ちになる。

　そして、弄ばれていることが──すごく嬉しい。もっと、してほしい。

「ふっ、あぁ……あっ、ぁっ」

　胸の先端を揺らされるたびに声が漏れて、ビク、ビクッとひとりでに体が上下する。

　自分で自分を慰めるとき、乳首は激しく揺さぶることが多い。

　いっぽうで慶さんの指遣いは緩慢なのに、自分でするよりも遙かに気持ちがよくて、どんどん体が──下腹部が熱くなる。

「心春の体……熱い」

　さも素晴らしい反応のような口ぶりだった。そんなふうに囁かれたら、もっと全身が燃えたぎる。

「あぁっ、う」

　乳首をやんわりと指で挟まれた。性急な動きでも、強い力でもないのに、感じすぎているのか甘い痺れが全身を駆け抜ける。

「乳首、硬くなってるな。……かわいい。上手に反応できてるじゃないか」

　恥ずかしくて頷くことしかできないけれど、また褒めてもらえて胸がいっぱいになる。

　それに……『かわいい』って。

　わたしの緊張を解すために甘い言葉をくれるのだと、わかっていても嬉しい。

　硬くなった乳首を、ペットボトルのキャップを締めたり緩めたりするときのように指で捻られると、喜びが悦楽へと変わっていく。

　捻りまわされたあとは、指の腹で捏ねられた。

「心春の乳首が硬すぎて俺の指が弾かれる……が、好ましい反応だから恥ずかしがらないように」

　冗談めかして言われ、よけいに恥ずかしくなる。慶さんの指に反応して乳首が凝り固まっているのを指摘された気分だ。

　けれどそういう恥ずかしさは緊張に繋がるのではなくて、すべてが快感に変換されていっている。

　もし胸を見られていたら、視線が気になってそれどころじゃなかったかも……。

　慶さんは徹底的に、緊張を解すことに注力してくれている。

「あ、んっ……んんっ……！」

「その調子。声を出すのも、上手だ」

　子どもをあやすような声を聞いて、全身が悦びに震える。

　二十五年の人生で、今日は間違いなく最高の誕生日。

　褒められて、気持ちよくしてもらって、なにもかもを溶かされる。

　慶さんは後ろから頬ずりしながらわたしの乳首を捏ねる。触れ合う頬は摩擦で熱を持っているのか、あるいは気持ちがよすぎて火照っている。

　わたし……すごく幸せ。

　たくさんお酒を飲んだせいもあるかもしれない。後先のことはまったく考えられなくて、この夢のような時間がずっと続いてほしいとひたすら願った。

　ところが、どこか満たされない気持ちもある。もうずっと足の付け根が疼いているのに、慶さんは少しもそこに触れようとしない。

　胸を見られるのだって恥ずかしすぎて嫌がってしまった。だから慶さんは触れてこない。彼の気遣いをわかっていて、嬉しいと思っているのに、それとは裏腹にどこか物足りなさを感じてしまう。

　胸をかわいがってもらうだけでも気持ちがいい。けれどやっぱり、いちばん高いところまでは届かない。そんなじれったさを感じながら、わたしはそっと足の付け根を擦り合わせる。

　秘めやかな箇所が濡れていることを、慶さんに知ってもらいたいような、そうでないような──複雑な気持ちだった。

　わたしは身を捩って、ちらりと彼のほうを振り向く。目を合わせるのは恥ずかしいのに、彼の表情は知りたいだなんて……どれだけ貪欲なんだろう。

　慶さんはわたしの視線に気がつくと「ん？」と小さく呻いて首を傾げた。艶のある黒髪がさらりと揺れる。

　ああ、だめ。

　このまま慶さんを見ていたら、大好きですって叫んじゃいそう。

　わたしは「なんでもないです」と答えて、足の付け根がさらに潤むのを感じながら目を伏せた。







第二章 香りの記憶








　週明け。いつものように朝早く出社したわたしは、そわそわしながら窓のブラインドを調整していた。

　先週末は夢のようなひとときを過ごした。本当に夢だったのではないかと、疑ってしまうほどに。

　乳首を徹底的に攻められて快楽に溺れ、お酒のせいか、気がつけば眠ってしまっていた。

　もしあのままほかの箇所にも触れられていたらきっと『人前でイけない』悩みはすぐにでも解決していたのではないかと思う。

　やっぱり吉垣部長は……慶さんは、すごい。

　どんな問題も、慶さんにかかればすぐに解決だ。

　あの夜は本当に気持ちがよかった。けれど酔いが醒め、さらに日を跨いだことで冷静になってよくよく考えてみれば、わたしは慶さんに甘えきって、とんでもない醜態を晒してしまったのでは──と、心配になった。

　ふたりで一夜を過ごした翌朝は慶さんに駅まで送ってもらったのだけれど、別れ際になってもまともに彼の顔を見ることができなかった。

　いったいどんな顔して会えばいいの!?

　まだ電源を入れる前のパソコンモニターに、慌てふためく自分の顔がぼんやりと映っている。

　なにやらとんでもないまぬけ顔に思えて、息をつきながらパソコンの電源を入れたときだった。

　慶さんがオフィスに入ってくるのが見えた。わたしは勢いよくイスから立つ。

「おっ、おひゃ、ようっ、ございます！」

　噛みまくってしまったことに恥ずかしさを覚えながらもぺこりと頭を下げる。

　慶さんはというと、いつもよりどこか艶っぽい笑みを浮かべながらも、ふだんと変わらない調子で「おはよう」と返してくれた。

　慶さんが席につくと、まるでタイミングを見計らったように内線電話が鳴り響いた。吉垣部長宛ての内線電話だ。他部署からだろう。

　この商品開発部で朝いちばんに出社するのはわたしだけれど、他部署でも早い人は早い。オフィスに出社しているかどうかは社内の人間ならオンライン上で確認できるから、席につくなり電話やメールが来るということはよくある。

　週明けとなれば特に、部長である慶さんは電話応対に追われる。慶さんが電話をしているあいだにほかの社員も続々と出社してきた。

　さあ、仕事仕事。

　来ていたメールに返信して、午後からの会議資料をチェックしていると、慶さんに声をかけられる。

「築島。昼イチの会議資料だが──」

「心春」と呼ばれなかったことに違和感を覚えてしまった上に、寂しさまで感じてしまう。

　だめだめ。いまは仕事中。いつもどおり苗字で呼ばれるのが当たり前なんだから。

　わたしは指示どおり会議資料を修正した。プリントアウトして部分的に差し替え、慶さんのデスクへ持っていく。

「あの、け──……よっ、吉垣部長。先ほどの件です。ご確認よろしくお願いします」

「ああ。ありがとう」

　慶さんはレポートを受け取ると、さっそく目を通しはじめた。わたしは会釈して自分のデスクに戻る。

　……あぶなかった。

　つい「慶さん」と呼んでしまうところだった。いまは仕事中で、周りには大勢の同僚がいる。親しげに名前で呼ぶなんて、言語道断である。

　こんなふうじゃ、だめ。わたしも切り替えて、ちゃんと仕事しなくちゃ。

　その後、吉垣部長がチェックしてくれた会議資料を第一グループのマネージャーに渡して、庶務さんに人数分の印刷を頼んで昼からの会議に臨んだ。

　会議終了後。わたしは休憩スペースのドリンクサーバーの前で、なにを飲もうかと悩んでいた。

　そこへ慶さんがやってくる。休憩スペースにはほかにだれもいなかった。

「お疲れ様です、部長。なにを飲まれますか？」

「アイスコーヒーを」

　わたしは「はい」と返事をしながらアイスコーヒーのボタンを押して、慶さんに渡した。

　このままなにも飲まずに立ち去るのもどうかと思ったので、慶さんと同じくアイスコーヒーが入った紙コップを持ってイスに座った。慶さんの斜向はすむかいだ。

「ところで心春。明後日の夜だが俺の家で飲まないか？」

　びっくりして、ドキリとして、固まってしまう。あともう少しで紙コップを落っことしてしまうところだった。

　オフィスにいるのに名前で呼ばれた……！　それに──慶さんの『家』で飲むの!?

　仕事モードに切り替わっていたわたしは、慶さんの不意打ちを受けて慌てふためく。

　この休憩スペースは、パーティションで間仕切られているだけなので密室ではないものの、いまは周りにだれもいないから、オフィスとはいえ名前で呼び合っても問題ないだろう。

　けれどわたしはとても「慶さん」とは呼べない。気恥ずかしくて、ドキドキして、まともに頭が働かなかった。

「ん？　先約があったか？」

「いっ、いえ……なんにもないです！」

　明後日はノー残業デー。朝の出社が早いわたしたちは夕方早い時間にオフィスを出ることができる。

「では予定しておいてくれ」

　慶さんは微笑してアイスコーヒーを飲む。

　わたしは「はい」としか答えることができなかった。本当は「楽しみです」とか「お世話になります」って言いたかったのだけれど、家に来ないかと誘われたのは初めてだから、舞い上がってしまう。

　水曜日がこんなに待ち遠しいのも初めてだ。約束の日までたった二日しかないのに、カレンダーにバツ印をつけて数えたいくらいだった。

　そして水曜日の夕方。わたしはミラースクエアビルの化粧室でメイクを直す。パール調のボタンがついたグレーのジャケットに、中は白いブラウス、下はタイトスカートという服装だ。家飲みだから、ふだんよりも少しカジュアルなコーディネートにしてみた。

　店へ飲みに行くときと違って、駅前での待ち合わせはしなかった。

　今日はノー残業デーなので、朝早く出社した人は皆が同じ時間に駅へ向かうから、駅での待ち合わせは目立ちすぎるし、慶さんのマンションは徒歩圏内だと、以前飲みにいったときに聞いた。

　慶さんとはほんの数分差でオフィスを出て、熊乃通りの信号で落ち合った。

　いかにもセキュリティばっちりといった感じのオートロックマンションへ、慶さんのあとに続いて入る。

　そしてエレベーターで十階へ。

「お、お邪魔します」

　玄関は広く、フローリングはぴかぴかだった。リビングに着くまでにいくつかドアがあった。一人暮らしにしては部屋数が多い気がする。おそらくファミリータイプの、広い間取りだ。二十畳ほどのリビングには、六人はゆうに座ることのできるソファが置かれ、テーブルとテレビもまたソファに見合った大きさのものだった。

　でもファミリータイプだとか、そういう間取りに拘ったのではなくて会社からの立地を考えてここに住んでるのかも。

　電車に乗らず、徒歩五分で出社できるのは魅力的だ。

「あの、これ──もしよかったらどうぞ、お納めください」

　わたしはリビングを見まわすのをやめて、あらかじめ準備しておいた菓子折のパイクッキーを手渡す。緊張のあまり、取引先の人を相手に渡す感じになってしまった。

　慶さんは少し困ったように、眉根を寄せて笑う。

「ありがとう。気を遣わせてしまったな。さっそくいただこう」

「はい。ええと、なにかお手伝いできることは──」

　すると慶さんは、息をつきながらほほえみ、菓子折をカウンターの上に置いた。

　両肩にポンッと手を載せられる。

「もっと肩の力を抜いていい。自分の家だと思って過ごしてくれたら」

「そんな、自分の家だなんてとても……！　だってすごくきれいで、広いです」

　慶さんは苦笑している。

「とにかく、座っていてくれ」

　わたしがソファに座ると、慶さんはお湯を沸かして、ハーブティーを淹れてくれた。カモミールとレモングラスのブレンドティーは、熊野ナチュラルの看板商品だ。

　慶さんは意外と甘党だ。オフィスの休憩スペースで、美味しそうにお菓子を食べているのを何度か見たことがある。そしていまも、わたしが渡したパイクッキーを満足げに頬張っている。ちょっとかわいい、なんて思いながらわたしは慶さんが淹れてくれたハーブティーを啜った。

　少し落ち着いたところでわたしは話を切りだす。

「あの……やっぱり吉垣部長ってお呼びしてもいいですか？　じゃないと、会社でもついお名前で呼んでしまいそうになるんです」

　慶さんみたいに、呼び方をうまく切り替えられない。

「会社でだって名前で呼んでもらっても構わないが？」

　冗談とも本気ともつかない調子でそう言って、慶さんは笑っている。

「だ、だめ……です」

「だったら俺だって『だめ』だ。ふたりきりのときは名前で呼ばれたい」

「呼ばれたいんですか？」

「ああ」

「どうして……？」

「どうしても」

　もしかして慶さんも、名前で呼ばれなかったら寂しい……とか？

　あるいは『手ほどき』上そのほうが都合がいいからかもしれない。

　ともかく、わけを教えてもらえない以上あれこれ考えても仕方がない。

　わたしは気合いを入れて口を開く。

「慶さん。……吉垣部長。慶、さん」

「なんだ、何度も俺のことを呼んで」

「練習です。うまく切り替えられるように」

　すると慶さんはおかしそうに笑った。

「相変わらず真面目で努力家だな、心春は」

　目を細くして見つめられると、ドキドキする。

　リンゴのようなカモミールと、レモングラスの爽やかな香りに包まれている。そしてそれと同じ、甘い雰囲気が漂っている気がする。

　ピンポーン……とチャイムが鳴る。

　慶さんは「デリバリーを頼んでおいた」と言いながらソファから立ち、玄関へ向かった。

　二言、三言やりとりする声が聞こえたあと、慶さんが大きな箱を二段抱えて戻ってきた。

　わたしはソファから立って慶さんを手伝う。箱の中には立派なフレンチが収められていた。

「わぁ、すごい……美味しそうですね」

　デリバリーと聞いて、てっきりピザかお寿司だと思った自分の平凡さが少し恥ずかしくなる。

　わたしは箱からお皿やカップを出してダイニングテーブルに並べた。

　慶さんは、カトラリーを用意してくれた。フレンチのお店で食べるときと同じナイフとフォークが、広いダイニングテーブルにお行儀よく並べられていく。

「慶さんって本当……なんでもできるんですね」

　フレンチレストランのそれに様変わりしたテーブルを見つめてわたしが言うと、慶さんは笑って首を傾げた。

「こんな料理、俺は作れないぞ。さあ、食べよう」

　グラスにシャンパンを注いでくれる。慶さんはなにをしていても様になる。

　シャンパンで満たされたグラスを持って乾杯した。グラスにはまだ口もつけていないのに、雰囲気に酔ってしまいそうだった。

　おしゃれで洗練された、大人の空間って感じ……。

　それでいて気安さがあるのはきっと、慶さんがごく自然に話題を提供してくれるから。

　甘いものと辛いもの、肉と魚ならどちらが好きかなど、お互いの好みについて話す。慶さんはがっつり肉食だそうだ。ふたりで飲みに行ったときには専ら仕事の話をしているので、食べ物の好みが話題に上ることはあまりなかった。慶さんの好みを知ることができて嬉しい。

「ちょっと意外です。お刺身のほうが似合うっていうか。なんとなく、こう……部長なので」

　お酒のせいかつい本音を言ってしまう。

「なんだ、それ。まあ、心春にしてみれば俺はオジサンか……」

「いえ、違います。大人の男性っていう意味です」

「ふうん」

　慶さんは不満そうに唸ってシャンパンを飲んだ。

　いつもそうだけれど、慶さんはどれだけお酒を飲んでも顔色がまったく変わらないので、酔っているのかそうでないのか見た目からはわからない。

「──ごちそうさまでした。本当に、すっごく美味しかったです」

　月並みの感想しか述べられないのが悲しくなるくらい、シャンパンもお料理も美味しかった。

「口に合ったのなら、よかった」

　ふたりで食事の後片付けをしたあと。わたしはそわそわしていた。

　どうしよう、そろそろお暇いとましたほうがいいのかな？

　泊まるわけにはいかないだろうし、かといって早々に「もう失礼します」というのも言いだしにくい。食べるだけ食べてすぐに帰るのもどうかと思うからだ。

　それにわたし……まだ、帰りたくない。

　もっと慶さんと一緒にいたい。

　いっぽう慶さんはリビングの棚からシンプルなガラスのアロマポットを取りだして、ポットの受け皿に水を注いだあと、そこへ三種類のエッセンシャルオイルを垂らし、受け皿の下に置かれていたキャンドルに火をつけた。

「あ……この香り……」

　まるで森の中にいるような、爽やかな樹木系の香り。

　この匂いを嗅ぐといつも思いだす。わたしがまだ新入社員だった三年前のことを。

　初めてのプレゼンを控え、当時グループマネージャーだった慶さんは「顔色がよくないな」と声をかけてくれた。

「プレゼンがうまくいくかわからない、不安だ」とわたしが漏らせば、慶さんは「うまくいくよう練習会を催そう」と言って、オフィスの会議室で何度も練習に付き合ってくれた。そのときに焚いてくれたアロマがティートゥリーだった。

　慶さんはプレゼン当日も「緊張しないように」って、ティートゥリーの匂い袋をわたしに持たせてくれたっけ。

　……昔からわたしは緊張してばっかり。

　そして慶さんは昔から、わたしの緊張を解きほぐしてくれる。

　この匂いを嗅ぐと、そわそわして落ち着かなかった心が穏やかになる。ティートゥリーの香りが『まだここにいていいよ』と言ってくれているようだった。

　香りに浸っていると、一目でヴィンテージものだとわかるワインボトルの栓を開ける慶さん。ローテーブルの上には、カマンベールやアフィデリスなどチーズの盛り合わせが置かれていた。

「心春、こっちだ」

　ソファの座面をポンポンと叩いている慶さんのもとへ行く。ふたり並んでソファに座った。

「あっ、お注ぎします」

　さっきだってシャンパンを注いでもらった。食事もしっかりご馳走になった。お世話になりっぱなしではいけない。

　慶さんが「頼む」と言ってくれたので、わたしはフランス語が書かれたボトルを手に取り、二つのグラスに白ワインを注いだ。

　グラスの端と端をコツンと合わせて、飲みはじめる。

　どんな映画をよく見るのか、行ってみたい場所はどこか……というように、食事のときと同じく雑談する。

　よかった、わたし……まだお暇しなくてもいいみたい。

　慶さんは次々と話題を振ってくれる。話をすればするほど、彼のプライベートな面を知ることができるし、慶さんにもわたしのことを知ってもらえる。そのことがすごく嬉しかった。

「なるほど、観覧車の夜景……か」

　見たい景色を訊かれたわたしは「夜の観覧車を遠くから眺めてみたい」と答えたところだった。

　わたしは慶さんのグラスが空になる前にワインを注いだ。すると慶さんも、わたしのグラスにワインを注いでくれる。結局はお互いに酌をし合って、どんどん飲み進めていた。

　最初に香っていたのはティートゥリーだったけれど、いまはゼラニウムの匂いに包まれている。

「ところで心春のひとりえっちは、どんな感じなんだ？」

「へっ？」

　手に持っていたグラスの中身が揺れる。急に話題が変わったので驚いてしまった。

「ほら、このあいだは途中でやめてしまったから……気になって。なにか道具を使うことは？」

「あ……ええと……道具は使ったことないんですけど、そういうラブグッズに興味はあります、すっごく」

　わたしはまったくもって学習していない。「ラブグッズに興味がある」だなんて──「ひとりえっち上級者」に並ぶ失言だ。

　自覚はあるのに、お酒の勢いに乗ってわたしの口は次から次に言葉を紡ぐ。

「ブルブル震えてるおもちゃ、すごく気持ちよさそうだな……って。でも、自分で買うのはちょっと……勇気が必要というか」

「……そうか。またひとつ心春の考えを知ることができて、嬉しい」

　悠然とほほえむ慶さんを見てドキッとする。

　これは……ちょっと、かなりまずいかも。

　いままでは目の保養として、少し離れたところから眺めていればそれで満足だった。

　けれどもう、どう考えてもそれでは足りなくなっている。

　名前で呼ばれたいし、触れられたい。あわよくばもっと、彼のことを知りたい──。

　わたしはワイングラスをテーブルの上に置いた。グラスにはまだたっぷりワインが入っている。すると慶さんも、グラスをテーブルに預けた。

「心春」

　名前を呼ばれたので慶さんのほうを向けば、耳元を撫でられた。彼はなにを言うでもなく、ほほえんだままわたしの耳を触っている。

　お酒が入っているせいで恥ずかしさが薄らいでいるのか、慶さんに見つめられても視線を逸らすことはせず、ついうっとりと見つめ返してしまう。

　慶さんは口の端を上げて身を屈めると、わたしの耳たぶにかぶりついた。

「ひゃっ!?」

　驚くわたしにはお構いなしに、慶さんは耳に唇を寄せたまま言う。

「刺身のイメージを払拭しないとな。……俺は肉のほうが好きだ」

　食事のときにわたしが「お刺身のほうが似合う」と言ったことを根に持っているらしい。首筋にもがぶりと、軽く歯を立てられる。

「んっ」

　痛くはない。それどころか、噛まれているのに気持ちよく思ってしまう。

　……もしかして『手ほどき』がはじまった？

　ちゅうっと肌を吸われる。部屋に入ったときに上着は脱いでいたから、いま上半身はスクエアネックの白いブラウスだけ。

　下着はもちろん身につけているのだけれど、ジャケットを着ていないこの状態はやけに無防備な気がして、甘い期待と焦燥感が湧き起こる。

　慶さんはなおも首筋を吸い立てる。自分では見えないけれどきっと、キスマークがついている。

「あ、あの、慶さん……痕が、ついちゃう……から」

「……だめか？」

　素肌に唇を添えられたまま、流し目でそんなことを尋ねられては「だめじゃない」と言いたくなる。

　でも、恋人じゃないのに。

　ううん、たとえ恋人だとしても──首筋にキスマークをつけられたらもう、襟が詰まったインナーしか着られない。もしくはずっと上着を脱げなくなる。

　だからだめだと思うのに、独占欲を示す証をつけられて喜んでいる。

「どうして、つけるんですか？　キスマーク……」

　人前で上手にイクには『愛されている』と疑似体験させるほうがいいから？

　そんな考えがよぎった。けれどすぐに悲しくなる。疑似体験でなくて本当に愛してくれたらいいのにと、勝手なことを考えてしまう。

「……心春の肌が、白いから。花びらを散らしたくなる」

　少し照れたような、それでいて真剣な眼差しと声音でそう言うなり慶さんはまた肌を吸った。ただ今度はごく軽くだったから、痕にはなっていないと思う。

　……疑似体験させるためじゃ、なかった。

　そのことにほっとして、同時に「肌が白い」と褒められて嬉しくなる。

　慶さんは息をつくと、首筋に舌を這わせた。

「んっ……！」

　キスマークを舌で辿られているようだった。熱くてざらついた舌の感触で、頭がくらくらしてくる。

　下着の内側で、胸の先端が尖りだす気配がした。彼はそのことを感じ取ったように、おもむろに顔を上げる。

「もっと曝けだしていい。心春の全部を、見せてほしい」

「わたしの、全部……」

　スクエアネックのブラウスは生地と肌のあいだに余裕がなくてタイトだから、裾から中に手を入れるのは厳しい。

　だから、手ほどきをしてもらうにはブラウスを脱がなければいけないわけで──。

　慶さんはわたしを見おろして、ブラウスのボタンをひとつひとつ外していく。最後のボタンが外れて前が開かれた状態になると、急に心許なくなった。慶さんはろくに瞬きもせずにじいっとわたしを見ている。

「その……あんまり、たくさんは……見ないで、もらえたら……っ。恥ずかしい……ので」

　慶さんはこんなに優しくて心が広いのに。

　全然、曝けだせていない自分が嫌になるものの、まじまじと見られるのはやっぱり耐えられない。いまだかつてないくらいの羞恥心が、大きな波になって押し寄せてくるものだから、いますぐこの場から逃げだしたいなどと思ってしまう。

　けれど本当に逃げたいわけじゃ……ない。

　慶さんと、もっと先へ進みたい気持ちだって充分すぎるほどある。

　それからしばらくふたりとも押し黙っていた。おそるおそる顔を上げれば、慶さんは小難しい顔をしていた。なにを考えているのか、表情からは読み取れない。

「──わかった。極力、見ない。しかしそうか……じろじろ見られるのはやっぱり恥ずかしいか。うん……教えてくれてありがとう」

「……ごめんなさい」

　わたしはきっと、見られることで──観察されることで、演技しているのではと見定められるのを怖がっている。

　慶さんに、そんなつもりはない。純粋にわたしのようすを見て、状態を把握しようとしているだけ。

　だから恐れることも、恥ずかしがることもないと頭ではわかっているのに、自信のなさとあいまって自分自身を隠したくなる。

「いい。心春のペースで、いいんだ」

　両頬を大きな手のひらで包まれる。それから額にキスを落とされた。

　うっかり泣きそうになっているわたしを、慰めてくれているみたいだった。

　ブラウスは前を開かれたものの袖は通したまま、彼の両手がするりと背中側へ潜り込む。

　慶さんはわたしが怖がらないようにと気を配ってくれているらしく、どこか慎重な手つきで背中を辿っている。

　肌をなぞられるたびに、凝り固まっている心が不思議と解されていく。それはたぶん、慶さんの両手が優しいことをよく知っているから。優しくて、気持ちよくしてくれる手だと前回、教え込まれたから──。

　下着のホックが外れて胸の締めつけがなくなる。慶さんは約束どおり、わたしのブラウスや下着を脱がせようとはしなかった。

　膨らみと、緩くなったブラジャーの隙間に慶さんの両手が滑り込んできて、やんわりと乳房を掴む。

「あぅ、んっ……！」

　胸の尖りを指のあいだに挟まれてしまった。下着の内側で左右に揺さぶりをかけられている。

　乳首が完全に尖った形になっているのを、慶さんだって見ずにわかっているのだと思う。

「すぐに硬くなってくれた」

　楽しそうに、それでいて嬉しそうに慶さんが呟いた。わたしまで嬉しくなって、けれど恥ずかしさもあって、のぼせたようになる。

　慶さんは、硬くなった乳首を愛でるように、指と指で挟み込んだまま上方へ絞り込む。

「ひゃう、ぅっ……あ、ぁっ」

　何度も何度も絞り込まれると、ほかのところも反応しはじめる。足の付け根が疼いて、じっとしていられなくなる。

　でも、ここで足をもじもじさせてたら催促してるみたいじゃない？

　えっちのとき、どう振る舞えば自然なのかわからないから、あれこれと考えてしまう。

　気づけば、わたしの体は完全に硬直していた。

　慶さんの指がわたしの胸から離れていく。

「……心春？　なにか我慢してないか」

「えっ──」

　どうしてわかるの？

　顔を上げると、慶さんは少し困ったようにほほえんでいた。

「大丈夫だから……心春」

　それはまるで魔法の言葉。心と体からよけいな力が抜けていくようだった。

　形を確かめるように再度、指で胸の先端を辿られた。下着の内側で乳首をつまみ上げられる。

「はぅ、ん……っ」

　自然と腰が揺れてくる。それまでとは打って変わって、体が揺れてしまうことに少しのためらいも罪悪感もなかった。

　大丈夫だって、言ってもらったから。

　慶さんの一言で、こんなにも変化する。不思議なくらい心地がよくて、自然体になれる。

「あ、あっ……ぁ」

　慶さんはわたしの乳首を指で上下に弾きながら、もう片方の手を下へ滑らせた。安心と快感を与えてくれる大きな手のひらが、スカート越しに太ももを撫で上げる。

　フレアスカートの裾はもうずっと揺れていた。わたしが内股を動かしているのもあるし、慶さんが太ももを何度も撫でるせいもある。

　そのあいだも、胸の頂はずっと指で弾かれていた。

「ふっ……ぅ、んん、ぅ」

　慶さんは身を屈めて、わたしの肩に顔を埋めていた。耳をそばだててわたしの声を聞いているわけでは──ないと思う。そうじゃないと、思いたい。でなければ恥ずかしくて、ますます顔が火照ってしまう。

　慶さんの右手がスカートの中へ侵入するものの、服の上から何度も撫でられていたからかまったく抵抗感がなかった。

　むしろそうされるのが当たり前にすら思えてくる。

　大きな手は素肌を撫でながら足の付け根へ近づいてきて、ビキニラインの手前で止まった。

　ショーツと素肌の境目をツツツ……と辿られる。腰骨のところから、透け感のある白いショーツのクロッチ付近まで、何度も往復された。

「あぅ、んんっ……はぁっ……」

　ゆっくりと、着実に快感が高められていっている。彼の指が動くたびにもどかしさが募って、もっと中心のほうに触ってほしいと訴えたくなった。

「慶さん、慶……さん……っ」

　呼びかけたあとなにを言うのか考えもせず、彼の名を口にした。

「ん──」と短く答えて、慶さんはようやく指先を下腹部へ向かわせてくれる。

　恥丘の上にやってきた指は、その場から大きく動くことはなく、ぐるぐると小さな円を描きはじめた。

　小さな刺激が、どんどん積み重なっていく。彼の指はもう何個目の円を描いたのだろう。

　割れ目のほうには少しだって触れられていない。それなのに、どうしてか割れ目の中心がむずむずして、いてもたってもいられなくなる。

「ふぅう、うっ……あぁっ……」

　先ほどからずっと口が開きっぱなしになっている。ひっきりなしに高い声が出てくるから、口を開けていなければ息苦しい。

　慶さんは両手を絶え間なく動かす。左手では胸の頂を熱心に押し込められ、右手では恥丘を逆撫でされている。

　気がつけば「はぁ、はぁ」と荒く呼吸していた。高い声が出てしまうのと同じで、自分ではコントロールできない。

　そしてそれは、下半身も同じなわけで。

　やっと慶さんは右手を割れ目のほうへと下ろしてくれたのだけれど、そこはとんでもないことになっていた。

「……濡れてる」

　頭からお湯を被ったように、全身がボッと熱くなる。

　嬉しそうに口角を上げている慶さんと目が合う。下半身が濡れている理由を尋ねるみたいに首を傾げられて、茹で上がってしまいそうだった。

「だ、だって……慶さんの……指、っ……」

　慶さんの指が気持ちよくて、切ない箇所が濡れてしまうのは当然のこと。

　わたしが話しているあいだも慶さんは指を動かして、濡れているショーツのクロッチ部分をもっと確かめるように押した。

「やぁ、あっ……あぁっ」

　気持ちよさと恥ずかしさで視界がぼやける。すると慶さんが、コツンと額をぶつけてきた。

「責めてない。嬉しいだけだ」

　素直に告げられ、ますます鼻の奥がつんと疼いた。

　慶さんが喜んでくれたら、わたしだって嬉しい。

　スカートの内側で、慶さんの指が陰唇の端から端までを大きなスパンでなぞる。

　それほど強い力で押されているわけではないのに気持ちがよくて、わたしの中からますます愛液が溢れるのを感じる。

　彼が下着のクロッチ部分を押すと、湿ったショーツ生地が肌に貼りつく。それを少しも気持ち悪いと思わないのは、慶さんの指が何度も割れ目を探るせい。

　濡れそぼったショーツ越しに、割れ目の真ん中を擦られる。

「あっ、ぁっ……はぅ、ううっ……！」

　それまでよりももっと大きな声が、口から勝手に出てくる。

「気持ちいい……か？　心春」

　わたしはこくこくと二回、首を縦に振る。

「ブルブル震えるおもちゃには、負けるとは思うが」

　いたずらっぽく耳に息を吹き込まれた。

　おもちゃを使ったことはないけれどたぶん、慶さんが負けるなんてないと思う。

　慶さんの指以上に気持ちがいいものなんて、きっとない。

「前にも言ったが、嫌だったり気持ちよくなかったり……あるいはなにか気がかりなことがあれば、遠慮なく言ってくれ。言葉に出すのが辛かったら、押しのけるのでも。態度で示してもらっていい」

「あぅ、あっ……ぁ、っ」

　なおも指で乳首やショーツのクロッチ部分を擦り続けられる。それだけではなくて、そっと頬ずりをされる。顔と顔が近づいたことで、ドクッと心臓が跳ねた。

「心春が気持ちよくなかったら、俺も……嫌だから。悦くなるように最善を尽くしたい」

　熱っぽくて甘い掠れ声を聞くと、指で触れられているのとは別のところまで撫でまわされている錯覚に陥る。

「慶、さんは……もう、これ以上……ん、んぅっ……！」

　彼が努力する必要なんてない。がんばらなければいけないのはいつもわたしのほう。

　慶さんがアロマポットに注いだ三種類のエッセンシャルオイルのうち、いつの間にかベースノート──最後のオイルが香っていた。

　イランイランの甘く、どこか官能的な香りが心と体をますます興奮させる。

「じかに……触りたい」

　触ってもいいかと尋ねるのではなく、触りたいっていう慶さんの意思を示されて、参ってしまう。

　そんなふうに言われたらもう、触ってもらいたくてたまらなくなる。

　ただ、声に出して「はい」と言うのは恥ずかしかったから、頷くだけになった。

　ショーツの端をくいっと引っ張られるのがわかった。慶さんの指が、濡れた肌を掠めながら下着の中へと進んでいく。

「あ……ぁ、あっ……」

　胸のほうは、指でじっくりと撫でつけられていた。粘土を捏ねるように、乳首を執拗に捻り上げられる。

　それだけだってもちろん気持ちがいい。それなのに慶さんはもっと貪欲に、わたしを悦ばせようとしている。

　彼の指先が、割れ目の中にある敏感な部分に触れる。そこに触れられるのはわかっていたはずなのに、全身がビクッと弾んだ。けれどそれは、驚いたのでも怖いのでもない。快感で、体が跳ねた。

　慶さんはわたしの肉粒に指をあてがったまま、なにか推し量るようにじっとしていた。

「心春……ここ、ヒクヒクしてる……」

　どこか余裕がなくて興奮した、弾んだ声だった。

　その箇所を見られているわけではないから、慶さんは指先の感覚だけで言ったのだと思う。

　慶さんはいま、指先に神経を集中している。その指先にあてがわれているのは、わたしの切ない部分なわけで──。

　きゅん、きゅんっと締まったのが、心なのか体なのかわからなくなる。

「あ、また……震えた」

「や、あぁっ……慶さん、わたし……ん、んっ……！」

　まるで慈しむように、小さな粒を指ですりすりと撫でられる。

「ふぁあ、あっ、そんな……こすっちゃ、や……あぁ、あっ」

　吐きだす息のほうが多くなっていく気がして大きく息を吸い込めば、甘くて華やかな香りが充満する。イランイランの香りはまるで媚薬のように、わたしの頭を痺れさせて快感を増幅する。

「心春……っ」

　求めるように名前を呼ばれて、慶さんのほうを向く。

　慶さんはほんの少しだけ眉根を寄せて、薄く唇を開いていた。心なしか頬が赤い。

　オフィスにいるときには絶対に見ない表情かおを目の当たりにして、心臓を鷲掴みにされたように苦しくなる。

　……ううん。苦しいんじゃ、ない。

　わたしに触りながら、艶っぽく表情を崩している慶さんが──愛しい。愛しくて、胸が締めつけられて、切ない想いが嬌声と一緒に口から溢れてくる。

「慶、さ……ん、慶さんっ……あぁ、ふっ……あ、あぁあっ……！」

　彼の指の動きはそれほど素早くはなかった。強すぎず弱すぎずの絶妙な加減で、膨れ上がった粒を丁寧に嬲られる。そうしてわたしは、快楽のいちばん高いところまで昇りつめてしまった。

　幸せな気持ちが溢れて、心も体も悦んで、ビクン、ビクンと下腹部が脈を打つ。

　慶さんは、こんなに早くわたしが達してしまうとは思っていなかったのか、目を見開いてフリーズしていた。

「あ、あの……」

　わたしが上ずった声で呼びかけると、慶さんは我に返ったようにそっと両手を引っ込めた。

　それから、頭を撫でられる。

「上手にできたな」

　切れ長の目を優しく細めて、慶さんは労うように背中を撫で上げてくれる。

　また褒めてもらえた。慶さんの前で、上手に達することができた。

　嬉しくて涙が出る。わたしの目尻から零れた涙を、慶さんがちゅっと音を立てて吸い取る。

「慶さんの、おかげで……わたし」

　きちんとお礼を言わなくちゃ。

　でもこれで、彼の手ほどきは終わってしまう。

　そう思うと悲しくて、お礼の言葉ではなく涙ばかりが溢れだす。

「心春？　どうしたんだ、そんなに泣いて」

「わたし……っ、嬉しくて。慶さんの、前で……ちゃんと……」

「そうだな。よくがんばった」

　目元に何度もキスを落とされた。

「これからも、心春は思うまま振る舞っていい。正解なんてない」

　背中にあてがわれていた慶さんの手に力がこもる。引き寄せられるまま、わたしは慶さんの胸に顔を埋めた。

「……いや。心春が気持ちのままに行動すれば、なんだって正解だ」

　慶さんはわたしのすべてを肯定してくれる。

　こんなに優しくされたらもう、彼に依存してしまいそう。

　イランイランの香りに混じって、爽やかな柑橘系の匂いがする。これは──慶さんの香り。

　慶さんに近づいたときにだけかすかに香ってくるから、香水ではなくボディソープか、あるいはシャンプーの匂いかもしれない。

　わたしはつい、すんすんと鼻を動かす。彼の匂いを覚えたいと思った。

　幸せな香りの記憶が、わたしの中に刻まれていく。







第三章 特別な関係








　慶さんのマンションから自宅アパートに戻ったわたしは、お風呂を済ませてベッドに突っ伏した。

　彼の部屋でフレンチを食べて、ワインを飲んで──手ほどきを受けた。慶さんは「泊まっていってもいい」と提案してくれたけれど、着替えがなかった。

　すると慶さんは、わたしのアパートまで車で送ってくれた。玄関扉の前で、どこか名残惜しそうに頬を指で辿られた。慶さんの温もりが、もうずっと頬に残っている。

　わたしはベッドの上で寝返りを打つ。

　イランイランの香りを嗅いだらきっと、慶さんに気持ちよくしてもらったことを思いだすのだろう。

　そうでなくても、頭の中だけで香りと指遣いを再現できる。

　わたしは自分の顔を両手で覆って「うぅ～」と呻く。

　彼のことを一方的に眺めているだけでは、物足りなくなってしまった。

　わたし──慶さんのことが好き。

　以前からほのかに抱いていたその気持ちがより明確に、いっそう深くなった。

　当たって砕けろで告白してみようか。もしも慶さんの恋人になれたら、きっと毎日がこれまで以上に楽しくなる。

　けれど告白してふられたら、いまの関係は崩れてしまう。

　それにもしお付き合いすることができても、いつかは別れの日が来てしまうのでは──と、ネガティブなほうにばかり考えがいく。

　わたしって、まだ元彼のこと引きずってるの？

　うまくいくかわからないことに怯える自分自身に呆れる。もういいかげんに昔のことはきれいさっぱり忘れて、前だけ向いていきたい。

　慶さんは、わたしに「正解なんてないから、わたしの思うまま振る舞っていい」と言ってくれた。

　新たな出会いがあっても「ありのままでいい」のか、わたしのそばには慶さんがいてくれるから「ありのままでいい」のか、わからない。

　これからもずっとそばにいてほしいってわたしが言ったら、迷惑？

　訊いてみなくては、それもわからない。

　今度、慶さんとふたりきりでゆっくり話す時間が持てたら、尋ねてみよう。

　そうすればきっと前へ進める。







　翌日、お昼過ぎ。わたしは小会議室でお客さんを待っていた。

　ウェブマーケティングを外注している会社の営業担当さんが産休に入るとのことで、今日は後任の人が来ることになっている。

　いつもなら後輩も同席しているのだけれど、今日はわたしひとり。

　後輩の顔色がよくなかったのでどうしたのか尋ねたところ、お腹が痛いそうで。あんまり辛そうだったから、早退するよう勧めた。

　幸い、後輩の予定はこの小会議室で外注先の営業さんと会うことだけだった。わたしひとりで応対しても、ひとまず問題ない。後輩には後日、わたしから説明すればいいだけだ。

　わたしも慶さんみたいに、後輩を思いやれる先輩になりたい。後輩たちには特に気を配っているつもりだけれど、うまくできているのかわからない。それに、まだまだこれからだとも思う。わたし自身がもっとスキルアップしていくべきだ。

　そこへ、コンコンというノック音が聞こえた。音がしたほうを見れば、淡いピンク色のキャリアスーツを着た女性が立っていた。

　わたしはイスから立ち「こんにちは」と挨拶する。

「こんにちは。本日はお時間を取ってくださりありがとうございます。産休の前任者に代わって参りました、和田森わだもりと申します」

「こちらこそ、ご足労いただきありがとうございます」

　わたしも自己紹介をして、名刺を交換する。

　熊野ナチュラルがマーケティングを委託している会社の新しい営業担当、和田森綾あやさん。年齢はたぶんわたしよりも二つか三つ、上だろう。いかにも『大人の女性』といった雰囲気だ。物腰は柔らかいものの、はっきりとした口調でキビキビとマーケティングの結果を説明してくれた。

　比べるのはどうかと思うけれど正直なところ、前任の営業さんよりも和田森さんの説明のほうがわかりやすかったし、資料もよくまとめられていた。

　仕事の話が一段落したときだった。

「築島さんって……慶さんがグループマネージャーだったときに指導を受けていらっしゃったんですよね」

「え──は、はい。そう、です」

　……慶さん、って。

　そんなふうに呼んでいるのはわたしだけだなんて、思っていたわけではなかった。

　それでも、仕事のできる美人な女性がごく親しげに「慶さん」と、彼の名前を口にするとそれだけで破壊力がすごい。

　なぜそんなふうに呼んでいるのか、そしてなぜわたしが、慶さんに指導される立場だったことを知っているのか、気になって仕方がなくなる。

　わたしはたぶん、すごく怪訝な顔をしていたのだと思う。

　和田森さんは「あっ、ごめんなさい」と言いながら口に手を当てた。

「私と慶さん、同じ将棋サークルに所属してるんです」

「将棋サークル……？」

「そうです。もしかしてご存知なかったですか？　慶さんの趣味って将棋なんですよ。すっごくお強くて。私は一度も勝ったことがないんです」

　うっとりとため息をつく和田森さん。わたしの心臓はまたダメージを受ける。

　将棋が趣味だなんて……全然、知らなかった。

「慶さん、二年前にお引っ越しなさったでしょう？　ファミリータイプのマンションに」

「……そう、みたい……ですね」

「将来の家族のために、広いお部屋に移り住んだそうなの」

　和田森さんは頬を染めて、うっとりと窓のほうを眺めた。

　手のひらに嫌な汗をかく。急に動悸がした。わたしは心臓が軋む思いで、和田森さんに言う。

「和田森さんは……吉垣部長と、仲がよろしいんですね」

　もしかして、恋人なの？

　単刀直入に尋ねたいのを我慢して、和田森さんのようすを見る。

　ズキズキと頭が痛むのは二日酔いではないと思う。もしも和田森さんが「私と慶さんは付き合ってるの」と答えればきっと、頭痛はもっとひどくなる。

「……私と慶さんは、特別な関係です」

　楚々としてほほえむ和田森さんを、呆然と見つめる。

「特別って……どういう……」

「それは言えません。慶さんは私との関係を秘密にしたいみたいだから……。だから他言しないでくださいね。もちろん慶さんにも」

　それからというもの、わたしはまったく仕事に身が入らなかった。

　特別な関係って、いったいなに？

　思いつく『男女の関係』を端から挙げてみる。

　恋人同士？　婚約者？　それともまさか、セックスフレンド？

　それ以上の、深い絆で結ばれた関係なのかも──。

　考えだしたらきりがない。

　なんにしても、わたしが介入できるようなものではない気がしてくる。

　だって、和田森さんはわたしが知らない慶さんをたくさん知ってるみたいだし……。

　和田森さんは文句なしの美人で、大人の女性。落ち着いていて、隙がなかった。

　それに引き換えわたしは──と、卑屈になる。

　わたしは慶さんにとって『手のかかる部下』でしかないのかもしれない。

　もしかしたら慶さんの恋人になれるんじゃないかって、密かに期待していたことが恥ずかしくなる。

　手ほどきをしてくれるのだって、わたしだけが特別なんじゃないかって……わたし、心のどこかで考えちゃってた。

　和田森さんはなんでもはっきりと発言するのに、わたしは慶さんに告白すらできずにうじうじと悩んでいる。そのことが情けなく思えた。







　終業後。和田森さんのことが気になって業務に集中できなかったわたしはとぼとぼとした足取りでミラースクエアビルを出て、地下鉄の駅へ向かっていた。

「──心春」

　よく知っている声に後ろから呼びかけられてドキリとする。

　こんなふうに声をかけられたら、ふだんならすごく嬉しい。でもいまは複雑だった。

「慶さん……。お疲れ様です」

「お疲れ」

　慶さんは早足で近づいてきて、わたしの隣に並ぶ。

「心春、もしかして具合が悪いんじゃないか？」

「えっ？」

「会議室から帰ってきてからずっと表情が優れないから」

　いつもどおりを心がけていたつもりだけれど、顔に出ていたらしい。

「あ……いえ、その……後輩が。お腹が痛いと言っていたので、ちょっと心配で……」

　嫌だ、わたし。

　後輩が心配なのは本当だけれど、言い逃れるための出しに使ってしまった。これでは、良い先輩にはほど遠い。

　でも、和田森さんのことは話せない。口止めされているし、それに──慶さんの口から「彼女は特別な人だ」と聞かされるのも怖かった。

「ああ、そういうことか。心春は本当に後輩思いだな」

　慶さんのあたたかな言葉を聞くとかえって、後輩を言いわけにしてしまった罪悪感に押しつぶされそうになった。

「そ……そう、でしょうか」

「そうだ。『築島さんは優しくて頼りになる』と、若い社員からよく話に聞く」

　気がかりがあるせいで手放しには喜べなかったけれど、そんなのは贅沢だと自分に言い聞かせて、わたしは「ありがとうございます」と返した。

「ところで次の土曜なんだが、なにか予定はあるか？」

「いえ、特には」

「じゃあ出かけないか？　映画にでも。海沿いのドライブも兼ねて」

　わたしはついじいっと慶さんを見つめてしまう。

　……和田森さんも、映画に誘われたことあるのかな。

　はからずも比べてしまって、またしても自分が嫌になる。

　わたしはそれまでのネガティブな考えを振り払うつもりで、「はいっ、ぜひご一緒させていただきます！」と、前のめりになって答えた。

　うじうじと考えるのはやめよう。せっかく映画に誘ってもらったのだ。後先考えずに楽しんだって、いいはず。

　慶さんは、わたしがあんまり勢いよく答えたからか、ちょっと驚いたような顔になった。けれどそのあとで、にっこりと笑う。

「楽しみだ」

　またしても心臓がドキッと音を立てる。

「わ、わたしも……映画、楽しみです」







　待ちに待った土曜日。

　わたしはスタンドミラーの前に立ち、キャンディスリーブのワンピースにおかしなところがないか入念にチェックしてアパートを出た。

　路肩に車が停められ、すでに慶さんがいた。車の前、助手席側に立っている。

　上はニットのジャケット、下はカジュアルなチノパンだけれど、スタイルがいいから洗練されて見える。

「ごめんなさい、お待たせしました！」

「いや、まだ約束の時間よりも前だ」

　慶さんが助手席のドアを開けてくれる。

「あ……ありがとうございます。お世話になります」

　お嬢様にでもなった気分──。

　わたしはいそいそと白い車に乗り込む。スポーティーながらも大人の雰囲気がある車は慶さんのイメージにぴったりだった。

　このあいだ家へ送ってもらったときも思ったけれど、車を運転する慶さんはものすごくかっこいい。

　少し混んだ道でもごく自然な流れでスマートに車線変更する。かといってスピードを出しすぎているわけではなく、セーフティドライブ。

　会話は途切れることなくずっと弾んでいた。海沿いの道は清々しくて、見ているだけで癒やされる。

　ミラースクエアビルの近くにも映画館はあるけれど、慶さんが別の映画館を選んだのはきっと、この景色も楽しむため……なんだろうな。

　慶さんは車を立体駐車場に停めた。複合施設の一角にある映画館に着く。慶さんはわたしが以前「見たい」と言った映画のチケットを予約してくれていた。

　キャラメルポップコーンを買って、座席へ。

「慶さんは、ほかに観たい映画ってなかったですか？」

　わたしの趣味に付き合わせてしまっているのではと心苦しくなる。

「俺もこれが観たかった」

「コテコテの恋愛映画を？」

「そうだ」

　薄暗い中、慶さんはわたしの顔を見ながらきっぱりと返事をして微笑する。

「心春と同じものを、心春のそばで──観たい」

　わたしはなにも言えなくなる。喜びと切なさが同時に込み上げてきて、胸が高鳴る。

　……どうして。

　慶さんにはほかに特別な人がいるのに。

　これ以上、好きにさせないでほしい。

　いまは薄暗いからきっと、わたしの顔が赤くなっていたとしても慶さんには気づかれないはずだ。

　わたしはポップコーンに視線を落として、こっそりと息をついた。

　映画館を出たあとは、複合施設の連絡橋を渡ってタワービルに入った。エレベーターで上階へ行く。

　ビルの最上階にはイタリアンレストラン『マユレーゼ』があった。ここも慶さんは予約済み。個室に通される。

　部屋に入ってすぐ目に飛び込んできたのは、夕焼けと──それから観覧車。大きな窓の向こうに、まるで絵画のように美しい景色が広がっている。

「慶さん……っ」

　わたしが呼びかけると、慶さんは「もうすぐ暗くなるから、お望みの夜景が見られるはずだ」と言って、穏やかに笑った。

　観覧車の夜景が見たいというのは、このあいだ慶さんのマンションでお酒を飲んだときにわたしが話したことだ。

　覚えていてくれたこと、そして願いを叶えてくれたことが嬉しくて、すぐにはお礼の言葉が出てこなかった。わたしは感動で泣きそうになるのを必死にこらえたあとで「なにからなにまでありがとうございます」と言葉を絞りだした。

　わたしたちはテーブルを挟んでイスに座った。

　やってきた店員さんに「お飲み物はどうなさいますか？」と尋ねられる。

　慶さんはノンアルコールのカクテルを頼んだので、わたしも同じものにした。

「俺に遠慮せず飲んでいい」と言われたけれど、慶さんには車で連れてきてもらっている上にわたしばかりがグビグビお酒を飲むのは気が引ける。それにこのお店はノンアルコールカクテルが充実していたから、単純に飲んでみたかった。

「こんなに素敵なレストランに連れてきてもらって、本当にありがとうございます。わたし、今日は……誕生日でもないのに」

　慶さんと過ごすとそれだけで、特別な日になる。

「そうだな。次の誕生日にはもっと壮大な企画をしておく」

　……次の誕生日も、お祝いしてくれるの？

　きゅんっと胸が締めつけられるのを感じながらわたしは質問する。

「慶さんの誕生日っていつですか？」

「元旦だ」

「そうなんですか!?　すごい、おめでたいですね」

「ありがとう。まあ、少し複雑だがな。誕生日に関係なくみんなが『おめでとう』と言うから」

　わたしが笑っているところへ、部屋の扉がノックされてノンアルコールカクテルと前菜が届く。

　乾杯して、魚のカルパッチョをいただく。バルサミコ酢がほどよくきいていて美味しい。

　話をしながら、緩やかに時間が流れていく。いつの間にか外は暗くなり、ドルチェを食べるころには、窓の向こうの観覧車が夜空に輝いていた。

「きれい……」

　食後もしばらく、わたしは夜景に見とれ続けた。

　不意に視線を感じて、正面を向く。すると慶さんと、ばっちり目が合った。慶さんは緩くほほえむ。

　いつから見られてたんだろう？

　わたしは笑い返したあとで、気恥ずかしさをごまかすため目を伏せた。

　今日は「遅くなれば泊まりになるから」とあらかじめ慶さんに言われていた。

　……もうすっかり遅い時間、だよね？

　そんなことを考えてしまったあとで、自分が『泊まり』を期待していることに気がつく。

「じゃあそろそろ行こうか」

「は、はいっ──」

　慶さんがまた車を走らせる。ほどなくして白い壁の建物が見えてきた。一見するとリゾートホテルのようだった。

　けど、ここって……。

　車をガレージに泊めて、そのまま部屋へと直行するタイプの──いわゆるラブホテルだ。

　わたしたちは車から降りるなりすぐにホテルの部屋へ入った。

　ラブホテルといえばピンクというイメージだったのだけれど、この部屋は白を基調に茶色い家具が並べられていた。

　ビジネスホテルよりは派手だけれどけばけばしいのとは違う。おしゃれで清潔感のある、大人向けのホテルといった雰囲気だ。

　部屋の入り口に突っ立って、きょろきょろとあたりを見まわしているわたしに慶さんが話しかける。

「こういうところに泊まるのは、嫌だったか？　心春がそういう気分じゃないのなら、なにもしないから──」

「い、いいえっ！　そんなことないです」

　そんなことない──って、わたしったら！

　失言を恥じつつわたしは言葉を足す。

「でも、あの……。まだ、手ほどきしてくださるんですか？　わたし、このあいだ慶さんの前で上手に……その、イけましたし。だから、ご迷惑じゃ……ないかなって……」

　和田森さんの顔が脳裏をよぎる。それなのに、彼女のことを少しも話題に出さないわたしは、いくら和田森さんに口止めされているからといってもきっと卑怯だ。

「迷惑だなんて微塵も思っていないから、安心していい」

　……慶さんって、本当に……心が広い。

　そしてそんな慶さんに、わたしは甘えきっている。

「それに前回は酒の力も手伝ってのことだろう。素面でも上手にイけるようにならないとな。ちょうど今日、心春はアルコールを飲んでいないわけだし。あと、ああいうのに興味があると──前に言っていたよな」

　慶さんが指さしているのは、ラブグッズの自動販売機だった。それには遊び心があって、どんなラブグッズが出てくるかわからないガチャタイプになっている。

「さっそく引いてみようか」

　わたしがなにか言う前に慶さんは自販機にお金を入れて、ボタンを押してしまう。

　出てきたのは、白色のころんとした丸いローターだった。

　慶さんはローターを持ったまま上着を脱いでベッド端に座る。手招きされたので、そばへ行った。

　慶さんの目の前に立つと、両手をぎゅっと握られた。彼を見おろす恰好になる。

「それから今夜は……心春を見たい、じっくりと」

「じっ……じっくり、ですか？」

　慶さんは口の端を上げて頷く。それからどうしてか、わたしの右手を取った。薬指に彼の指を絡められる。慶さんは薬指をじいっと見つめたあとで言う。

「俺に見られて、緊張のほうが先に立つようなら見るのをやめる。だが、見られていても上手にイけるようになったら……いいと思わないか？」

　お酒は飲んでいないのに、見つめられているせいか頭がぼうっとしてくる。

「……思い、ます」

「あと──道具を使うとなればよく見ていないと、傷つけてしまいそうだ。心春はどこもかしこも敏感で……繊細だから」

「ご、ごめんなさい」

「だからなぜ謝る。褒めてるんだ」

「ひゃっ」

　握られていた手と、彼のもう片方の手が腰にまわり込んで引き寄せられる。わたしは体勢を崩して、慶さんの上に乗っかってしまう。

「少しの刺激でも反応してくれる。すごくかわいい」

　服の上から乳首のあたりをぴんっと弾かれる。

「あぅっ……！」

「ほら……もう、こんなにかわいい」

　どこか恍惚とした表情を浮かべて慶さんはわたしの背中に腕をまわした。ワンピースのファスナーを下ろされる。ブラジャーのホックも、流れるような手つきで外される。

　彼の膝に跨がったまま、服を乱されている。

　慶さんはわたしの背中を両手で撫で上げながら肩まで持っていくと、ワンピースとブラジャーの肩紐を一緒くたに下へずらした。

「あ、あのっ……ぁっ……」

　袖とブラジャーが腕から完全に抜けて、乳房が明るみに出る。

　わたしはとっさに胸を隠そうとしたのだけれど、慶さんに両手を掴まれてしまって、できなかった。

「……ずっと……見たかった」

　ぽつりと言う慶さん。

　きりりとした薄茶色の双眸に、見られている。彼の宣言どおり、じっくりと。

　慶さんはわたしに優しくて、わたしを気持ちよくしてくれる。どんなふうに振る舞っても、受け入れてくれる。

　その安心感が羞恥心を抑え込む。彼に見られることで官能的な部分が活発になる。下腹部が熱くなって、疼きはじめる。

「触っていないのに、こんなに尖らせて」

「う……ん、ぅ……っ」

　乳房を下から持ち上げるようにして、ゆらゆらと揺さぶられた。そんなふうにされたらますます胸の先端が尖ってしまう。

　慶さんは楽しそうにわたしの胸を揉んで、薄桃色の部分を指で擦った。

「ああ、いや──今日はこれを使うんだったな」

　思いだしたように言って、慶さんはベッドの上に置いていたローターを手にした。

　卵のような形の白いローターを、乳輪にそっとあてがわれる。シリコン素材なので冷たくはない。

　まるで遊ぶように、慶さんはローターを乳首の根元に押し当てて擦った。

「やぅっ、あっ……あ、ん、んっ……！」

　上下左右に揺れ動く乳首を、慶さんは相変わらず面白そうに眺めている。

　ローターの電源はまだ入れられていない。

　ブルブル震えてなんかいないのに、もう気持ちいい。

　胸の頂は、みるみるうちにもっと鋭い形になっていく。触ったらきっと硬い。淫らに反応しているその箇所に、慶さんは指ではなくおもちゃの端を押し当てる。

「あっ、あ……んっ、んん」

　わたしの乳首が硬くなりすぎているせいか、ローターのほうが弾かれてしまう。それが面白いのか、慶さんは口角を上げて、ローターでしつこく乳首をつっついた。

「うぅっ……ん、うっ……ふぅっ」

　慶さんがローターで弄っているのは左のほうばかり。右の乳首には少しも触ってくれない。

　それがもどかしくてつい、手すきになっている右の乳房を見てしまう。

「こっちにも刺激がほしい？」

　わたしの視線にすぐに気がついた慶さんが問いかけてくる。もしかしたら、わたしがこうして物足りない仕草をするのをずっと待っていたのかもしれない。

　わたしは素直に頷いた。恥ずかしいけれど、意地を張っても仕方がない。「気持ちよくなりたい」と叫ぶように、全身が火照っている。

「では……こうしようか」

　慶さんはローターを持ったままわたしの乳房を中央に寄せて、急にローターの電源を入れた。

　ヴヴヴヴ──と、静かな振動音が耳に響く。

「え、あ……まっ、や……あ、あぁああっ！」

　胸の中心に寄せられた二つの乳首に、震えるローターを交互にあてがわれる。

　伝わってくる振動と、慶さんの射るような視線で、頭の中が真っ白になってしまいそうだった。

　慶さんが手を動かすたびにローターの振動音が微妙に変わる。ローターは乳首に当たって、ヴヴ、ヴン、ヴン……ヴヴッと、さまざまな唸り声を上げる。

　いっぽうわたしは、ローターを強く押しつけられるたびに「ひぁぁあっ！」と大声が出た。

　わたしが叫ぶと慶さんは嬉しそうに笑みを深め、もっと素早く手を動かして乳首をいじめる。

　ショーツを濡らしてしまっている自覚があったから、そこには触れないでほしかった。けれど慶さんは容赦がなくて。

「服──全部、脱ごう？」

　わたしに優しく指示しながら、左手で器用にスカートを取り去ってしまった。

　身につけているものはショーツだけ。慶さんの膝に跨がっているのがいたたまれなくて、逃げたくなる。

　すると慶さんは「逃がさない」と言わんばかりにわたしの腰を抱いて、ローターで乳首を押し上げた。

「ひゃうぅっ」

　強い刺激に驚いて大きく体が上下する。二つの膨らみも弾むのだけれど、慶さんはそれを追いかけて、なおもローターで右も左も弄りまわした。

「あん、あっ……ぁ、はぅっ……」

　お願いだから、下は向かないで。きっと、下着に染みができてるから。

　ところが慶さんは無慈悲に、わたしの下半身へ目を向ける。

「やっ、だめ……です、見ちゃ……や、やぁっ……」

「どうして？」

　まるで小さな子どもに問いかけるような、ゆっくりとした優しい口調だった。

「だ、だって……そこ……」

「ここ？」

　ショーツ越しに、茂みのある箇所を指で軽く押される。

　わたしは何度も首を横に振って「だめ」だと主張する。

「だ、だめ……もう、これ以上……。だって、わたし……慶さんの、ズボン……濡らしちゃう、かも」

　自分で言ったくせに、猛烈に恥ずかしくなった。

　慶さんはなにも答えない。

　わたしはずっと俯いていた。

「……濡らしてもいい」

　絞りだすような低い声で慶さんが言った。

　彼の表情を確かめることは、できなかった。慶さんはわたしの首に唇を寄せて、じゅうっと強く吸い立てる。

「ひぁ、あ、あっ」

　ちくりとした痛みすら心地がよい。乳首を指でぐりぐりと押されている。

　ローターはというと、いつの間にか足の付け根まで下りてきていた。

　慶さんはわたしの肩に額をくっつけたまま両手を動かす。振動を続けるローターが、ビキニラインにレースがあしらわれたショーツのクロッチ部分を捉えた。

「ふぁあ、あっ、あぁ……っ！」

　ローターはぐるぐると、まるで踊るように円を描いて、ショーツの濡れた部分を刺激する。

　わたしの両脚は快感に震えて、慶さんの膝の上でビクビクと揺れていた。

　下腹部はとてつもなく熱い。奥のほうから愛液が溢れてくるのがわかる。そしてその湿った箇所を、慶さんがローターで押してくる。

　胸の頂は指でピン、ピンッと弾かれて、もうずっと凝り固まっている。

「……っ、心春」

　慶さんは急に顔を上げると、わたしの体をベッドに押し倒した。

「え、えっ……？」

　驚くわたしを見おろして、慶さんはショーツの端に指をかける。

「じかに当てるとなると加減が難しいから、こっちもよく見せてほしい」

「……！」

　本当に加減を気にしてのこと？

　彼が見たいだけなのでは、と思ってしまう。

　だって、慶さんの息……いつもより荒い。

　熱っぽい眼差しからは、劣情のようなものを感じる。

　……ううん。慶さんを疑うなんて。

　ブルブル震えるおもちゃに興味があると言ったのは、わたし。慶さんはわたしの願いを叶えてくれているだけ。

　わたしは震え声で「はい」と返す。怖いのではなくて、快感を期待して声が上ずってしまった。

　濡れたショーツが、慶さんの手に絡め取られて足先から抜けていく。

　慶さんはわたしの太ももを手のひらで確かめながら、やんわりと片脚を押し上げた。

　片方の脚とはいえ、そうして開いていれば付け根が開け広げになるわけで。

　頬に熱が立ち上ってくる。彼の視線で、体が灼けるようだった。

　慶さんはあらかじめ「じっくり見る」と予告しておいてくれたから、こんな体勢でもなんとかいられるのだと思う。

　そうでなければきっと覚悟が決まらず、いつまでも恥ずかしくて足を閉じていた。

　いまだってもちろん恥ずかしさはある。

　けれど同時に、彼の視線を好ましく思っている。頑なに隠したかったいままでとは、違う。自分自身の変化に驚いてしまう。

　でも、わたしをこんなふうに変えてくれたのは──慶さんだ。隠さずにすべて見せれば、彼はもっとわたしを気持ちよくしてくれる。

　お酒を飲んでいないからこそ、かえって冷静にそう考えられるのかもしれない。

「……大丈夫、か？　心春」

　小さく頷くと、慶さんは安心したように相好を崩した。

　ほほえんだまま息をついて、慶さんは右手でローターを操る。いまは電源が切られているから、震えてはいない。

「あ、ん……ぁ、あ……っ」

　このローターがどんな震え方をするのか知ってしまったから、体が勝手に期待する。

　陰唇にキスをするように、ローターをべったりと当てられた。

「心春のここはぬるぬるだから……滑りそうになる」

　嬉しそうに言葉を紡いで、慶さんはローターの丸い端を膣口に当てたり離したりした。

「ひゃ、あっ……んっ、ふ……うぅっ……！」

　体の中にまでは入ってこないのだけれど、押し引きを繰り返されるとそれだけで内側が過敏になって、ますますとろとろの液体を溢れさせてしまう気がした。

「ん……もっと滑りがよくなった。心春の中からたくさん、出てきたから」

　案の定というか、慶さんの予想どおりというか。

　愛液を零しているのが恥ずかしくて、目を閉じたくなる。けれどそれでは、彼が次になにをするのかまったくわからないから結局、目は開けたままでいることにした。

　ローターの電源はいつ入れてくれるんだろう。

　いつ、小さな粒に触ってくれるんだろう。

　期待ばかりして、つい彼を見つめてしまう。

　目が合うなり慶さんは、したり顔になった。そんなふうに見えた。

「ふ」と息を漏らして笑うと、慶さんはローターの電源を入れる。わたしの体はそれだけで小さく弾んだ。

　割れ目の真ん中に、早く当ててほしい。

　けれど慶さんは、茂みのあるほうや割れ目の外側にばかりローターを這わせた。

「やぅ、やっ、あぁっ……慶さん……ん、んぅっ」

　ほしいところにはいっこうにこないものだから、じれったくて腰がひとりでに動く。片脚を上げたまま、わたしはまな板の上の鯉さながら身悶えしていた。

　慶さんの喉元がごくりと動いた。わたしを見おろして目を細める。

「……たまらない」

　いったいなにが「たまらない」のか、考える余裕はなかった。

「ひぁあっ、あ、あぁあっ！」

　振動していたローターを、いきなり敏感な肉粒に押し当てられた。はしたない大声を上げている自覚はあるのに、抑えられない。

　だって、気持ちよすぎる。

　ぬめりを帯びたローターが、快感の粒をブルブルと揺さぶっている。

　これまでだってもう何度も頭の中が真っ白になったのだけれど、いよいよ前後不覚になる。

　慶さんが、乳首も一緒につまんでぎゅっと引っ張り上げるからよけいに、快感は爆発的に高まっていく。

「ふぁぁああっ──！」

　みっともなく叫びながら、いちばん気持ちのよい瞬間を味わう。

　体が強張って、そのあとは心地よい脱力感に襲われる。呼吸がひどく乱れていたことにいまさら気がついた。

「はあ、はあ」と荒く息をするわたしをじいっと見つめて、慶さんが口を開く。

「震えるおもちゃは、どうだった？」

「あ、え……ええと……」

　気持ちよかった。けれどそれはたぶん、慶さんがしてくれたから。

　自分でおもちゃを使ってもきっと、いまみたいに気持ちよくはならない。慶さんのことを妄想していないかぎりは。

　慶さんがいてくれるから──気持ちいい。

　彼にもたらされるものはすべて特別で、すごく甘い。

　こんなにも素敵な人に一から十まで手ほどきしてもらえるなんて、わたしは恵まれているなって思う。

　そんな慶さんのことを、好きにならない女性はいない。

　だからきっと和田森さんも……。

　慶さんには、ほかに特別な人がいるのに。

　こんなこと……いいの？

　和田森さんに対して、わたしも慶さんも不誠実なんじゃ……。

　ずきりと胸が痛む。

　いまさらだ。頭の片隅ではずっと思っていたのに、考えないようにしていただけ。

「どうした？」

「い、いえ……」

　なんでも話していいと慶さんに以前、言われた。でもこのことは和田森さんに口止めされているから、打ち明けられない。

　それにもし和田森さんのことを話題に出してしまったら、いよいよ手ほどきが終わってしまうかも──。

　そんな卑しい考えまで湧いてくる。

　慶さんの優しさを利用している自分が嫌なのに、心も体も彼を求めて悲鳴を上げる。「もっと気持ちよくして」と叫ぶように。

「……また考え事をしているな。心春の悩みの種は、なんだ？」

「悩みなんて……ない、です」

「本当に？」

「は、はい。だって、こんなに……気持ちよく、してもらって……わたし──」

　言い終わらないうちに、慶さんがまた触れてくる。敏感になっている小さな粒を、指先でつんっと押された。

「ひぁ、あっ……!?　け、慶さん……？」

「さっき心春を『気持ちよく』したのはおもちゃだったから、今度は俺の手で──悦くしたい」

「そ、そんな……何度も、なんて」

「してみないとわからないだろう？」

　貪欲に瞳を光らせて、ローターではなく慶さんの指がわたしの粒に触れてくる。

「ひゃうっ」

　本当にほしかったのは、彼の指だったのかもしれない。

　ほんの少し触れられただけでも、目の前に星が飛ぶ勢いで気持ちがよくて、自然と高い声が漏れる。

　ひとりでするとき、一度に一回しか絶頂まで昇りつめたことはない。

　だから無理だと思ったのに。

　慶さんの指は巧みで、なによりそこに愛がこもっているような気がした。まるでわたしのことを、どこまでも理解しようとしてくれているような──そんな手つきだった。

　……錯覚なのに。

　愛してるなんて言われていない。彼は面倒を見てくれているだけ。

　それでも、まるで窺うように間近で顔を見つめられたら、キスを予感する。

　わたしが目を閉じると、すぐに唇が重なった。

　キス、してる。慶さんと──。

　肉粒を擦る指が勢いに乗って速くなる。

　甘やかなキスを受けながら、わたしはふたたび深い悦びを体感した。







第四章 真っ直ぐな告白








　俺──吉垣慶は、心春をアパートまで車で送り届けたあと、自宅マンションに帰ってからも悶々としていた。

　もっと一緒にいたかった。

　だがこれ以上、一緒にいたら……いよいよ襲いかねない。

　俺の前で絶頂に達する心春はかわいすぎて、よく理性が吹き飛びそうになる。

「……だめだ」

　燻りはじめた欲望を抑えるためにアロマを焚く。

　ソファに座ってコーヒーを飲んでいても、頭の中は心春のことばかりだった。

　彼女から名前で呼ばれるたびに嬉しくなる。もう何度も呼んでもらったが、いつだって新鮮だ。そして、特別な関係を築けた気がして嬉しくなる。

「手ほどきしてやろう」などという俺の傲慢な誘いを、真面目な彼女は素直に受け入れてくれた。

　心春の真面目さにつけ込んだ卑劣なやり方だとわかっているのに、彼女のことをもっと知って、触れられることが嬉しくてたまらなかった。

　どうしてキスマークをつけるのかと尋ねられたとき、正直なところ「俺のものだから」と言ってしまいたかった。

　だがあのときはまだ、心春の中にわだかまり──心春が過去の男に言われた言葉──が残っていると思ったから、本音は言えなかった。

　ただ、このところ感触としては俺にかなり心を開いてくれている。

　もとより、嫌われてはいないと思ったから『手ほどき』の提案をした。

　昨夜はキスも許してくれた。あのとき目を瞑ってくれたのは、唇に触れることを許されたからだと解釈している。

　正直なところ毎回、下半身が辛いのだが、彼女のことを大事にしたいからひたすら我慢だ。己の欲望だけで掻き乱すようなことはしたくない。

　それにここで理性を失っては三年越しの戦略が水の泡になる。

　出会ったころ──三年前から心春は「仕事一筋でがんばる、だれとも付き合う気はない」と言っていたので、長期戦は覚悟の上だ。

　思えば、彼女が初めてのプレゼンを控えて緊張しているときからもう惹かれていた。心春が作成した資料には抜け目がなく完璧だったのに、周囲にどう思われるかを過度に気にしすぎるせいで彼女は上手く話ができないようだった。

　それがいじらしくて、じれったくて、つい彼女を目で追ってしまう。

　だからプレゼンの前に何度も練習の場を設けた。心が落ち着くようにと、匂い袋も持たせた。心春でなかったらあそこまでしない。もうずっと、俺にとって心春は『特別』な存在だ。

　前に心春が俺のことを「いい人すぎる」と言っていたが、本当にそんなことはない。策を弄して、彼女を嵌めようとしているのだから。

　確実に自分のものになるように詰めていく。絶対に逃がしはしない。

　ベッドの上、甘い声で喘いで乱れる心春を思い起こす。昨夜、使ったローターはプレゼントしてもよかったが、それでひとりえっちされては困るから、俺が預かることにした。

　心春は「慶さんが買ったものだから」と、何の疑問も抱いていなかった。そういう純粋なところも好きだ。

　俺の知らないところで気持ちよくなってほしくない、なんていう馬鹿げたエゴゆえの行動だと、彼女は露ほども知らないのだろう。

　リビングには、先ほどアロマポットに注いだプチグレン精油の香りが充満していた。

　一人暮らしには広すぎる部屋をぐるりと見まわす。このマンションには、心春と一緒に住むことを想定して二年前に引っ越してきた。

　そのことを、中学時代からの友人で同じ社会人将棋サークルに所属している岩池いわいけに話したところ「付き合ってすらないのにキモッ」と一蹴されたので、心春には口が裂けても言えない。

　先日は「自分の家だと思って過ごしてくれたら」と彼女に言いつつ、むしろもうここに住んでくれと頼み込みたいくらいだった。

　それにしても、最近の心春は少しようすがおかしい。仕事にはいつもどおり一所懸命だが、ときおりひどく不安そうな表情を見せる。昨日、ベッドの上でも──ほんの一瞬だが──そうだった。

　これまで、段階的に心春の心を掴んできたつもりだ。

　そしてここからが正念場。彼女が抱く不安はすべて取り除いて、結婚へ向けて畳み掛ける。







　月曜日。心春は今日も先に出社していた。

　朝いちばんに来ては窓や机を拭いたり、ブラインドの調節をしたりしている。

　ここ数年、心春は新人の指導にも精を出している。面倒見のいい先輩だという噂とともに、若い男性社員から人気があるという話もよく耳にする。

　俺のものだから手を出すなと公言したいところだが、実際まだ恋人にもなっていないのでなにも言えない。

「おはよう」

　俺が声をかけると、心春はとたんに顔を綻ばせて「おはようございます」と挨拶を返してきた。出会ったばかりのころも、笑顔がかわいいというのが第一印象だった。

　仕事を通して接しているうちに、性格もかわいらしいのだと知った。

　純粋で、ひたむきで、どんな小さなことでも真剣に取り組む。緊張しやすい性格なのも、俺にとってはもはや美点だ。庇護欲をくすぐられて、どろどろに甘やかしたくなる。

　自分のデスクに向かいつつ心春のようすを窺う。心春も同じように、俺を見ていることがある。

　なにか話があるのかもしれないと思って「どうした？」と訊いてみるが、決まって「なんでもないです」と返される。

　俺にはなんでも話していいのに。

　もっと心を開いてほしい。どんな些細な悩みも、打ち明けてほしい。

「……心春。今週末に催される設立記念パーティーのあとだが、時間を取ってもらいたい」

　彼女は大きな瞳をまん丸にして首を傾げながらも「わかりました」と答えた。

　かわいすぎて抱きしめたくなるものの、いまは就業時間だし、ここはオフィスだ。上司の俺が理性を欠いてはいけない。真面目な彼女に見損なわれるのだけは嫌だ。

　よし、週末までに大きな仕事はすべて片付けてしまおう。そして心春に──。

　気合い充分で、俺はパソコンの画面を見据えた。





＊＊＊






　自宅アパートの小さなバスタブに浸かりながら、わたしは週末のことを考えていた。

　金曜日の夕方からホテルのバンケットホールで催される、熊野ナチュラル設立三十年を記念した大規模なパーティーには各部署から五、六名が出席する。

　商品開発部からは慶さんとわたしと、それから各グループマネージャー、新人社員の数名が参加する予定だ。

　ゲストは熊野ナチュラルと取引のある会社にも及ぶ。

　だから当然、和田森さんもパーティーに来る可能性がある。そうしたら慶さんと和田森さんは顔を合わせるわけで──。

　わたしはずうううんと気が重くなった。

　……ううん、そんなふうに考えちゃだめだ。

　熊野ナチュラル設立三十年を祝うため、そして取引先との懇親を深めるためのパーティーなのだから、私情を持ち込んではいけない。

　入浴前にローズマリーのバスソルトをお湯に溶かしていた。フレッシュな香りを吸い込んで気持ちをリセットする。

　そういえば慶さんが「パーティーのあと時間を取ってほしい」と言っていたけれど、いったいなんだろう。あのときの慶さんは、珍しく少し顔が強張っていた。

　なにかよほど大事な話があるのかもしれない。

　もしかして、和田森さんとの関係を打ち明けられる……？

　……って、ひとりであれこれ考えても仕方ないから！

　わたしはぶんぶんと首を横に振って深呼吸することで、なんとか気持ちを落ち着かせようとした。







　設立記念パーティー当日の夕方。わたしはミラースクエアビルの化粧室でメイクを直した。

　首にピンクパールのネックレスを足す。ライトグレーのジャケットの襟を正し、黒い生地に同色のレースが重ねられたスカートの裾が翻っていないか再確認する。

　その後、グループマネージャーや新人社員と一緒に、格式高いクマノローザホテルへ向かった。

　慶さんはもともと、開始時間よりも遅れて来ることになっている。部長以上の役職の人はほとんどがそうだから、熊野ナチュラルの慣習なのだと思う。

　それに各グループマネージャーが不在となるとやっぱり、部長まで夕方早くに席を空けるわけにはいかないというのもある。

　クマノローザホテルのバンケットホールの中央には料理と食器が置かれたテーブルがあり、その周囲に白いテーブルクロスが掛けられた円卓がずらりと並べられていた。立食形式で、二百名は収容可能だと聞いている。

　これだけゲストが多ければ和田森さんが来ていたとしても会わずに済むかもしれないと一瞬思ってしまったけれど、わたしが担当している取引先なのだから、逃げるのなんてもってのほかなわけで。むしろ和田森さんを捜して、挨拶しなければならない。

　気が重い……なんて、言っていられない。

　これは仕事だ。仕事で、必要なこと。プライベートでどんな感情を抱いていたとしても、関係ない。

　和田森さんには手早く挨拶を済ませてしまおう。今日わたしは後輩と一緒だから、プライベートな話をされることもないはず。

　それからわたしは気合いを入れてホールじゅうを歩きまわったのだけれど、和田森さんは見つからなかった。

　……もしかしたらパーティーには来ていないのかも。

　そうしてほっと息をついたとき。

「──築島さん」

　高い声に後ろから呼びかけられた。わたしはぎくりとしてしまう。

「あ……こんばんは、和田森さん」

　うまく笑うことができているか自信がなかった。きっと貼りつけたような笑顔になっている。

「こんばんは」

　和田森さんの同僚だろうか。彼女の隣にいた男性がにこっと笑った。

「和田森の同僚の岩池です。よろしくお願いします」

　わたしと後輩はそれぞれ名乗り、名刺を交換する。

「慶は……吉垣はまだ来ていないみたいですね」

　岩池さんがあたりを見まわしながら言った。

　慶、って……呼び捨てだ。岩池さんも、慶さんと知り合い？

　わたしが疑問に思っていると、目の前に立っていた和田森さんがさらに距離を詰めてきた。

「築島さん。少し込み入った話をしても？」

「え──は、はい。なんでしょう？」

　わたしは和田森さんに連れられて壁際へ移動した。後輩は岩池さんと話をしている。

「慶さんが会社でどんな感じなのか、聞かせてほしいんです」

　顎に手を当てて、うっとりとした調子で和田森さんが言った。わたしは拍子抜けしてしまう。

　……どこが『込み入った話』なの？

　どちらかというと内緒話に思えるが、和田森さんはにこにこしたまま、期待するようにわたしを見ている。

　もうこれ以上、和田森さんに慶さんのことを知られたくない──なんて思ってしまったけれど。

　ここでわたしが口を閉ざしても、和田森さんはほかのだれかに慶さんの仕事ぶりを尋ねるかもしれない。

　それなら、わたしが話したい。慶さんがどれだけ素敵な人かを。

「吉垣部長はわたしたち部下のことをいつも考えてくれています。いまは部長だから指導係ではないですけど、結局はみんな吉垣部長に導かれていると思います。何事にもスマートで、頼りになって……すごく優しい」

　会社でのようすを訊かれたはずなのに、最後のほうはわたし個人の感想を述べるだけになっていた。

　非の打ち所のない慶さんと、美人で仕事ができる和田森さん。やっぱり、すごくお似合いだ。

　目頭が熱くなって、視界が滲む。わたしはなんとかして、涙を引っ込めようとしていた。

「あなた、慶さんのことが好きなのね」

　ところが冷めた声で和田森さんに言われて、いよいよ堪えられなくなる。心臓がドクドクと音を立てて、鼓動が頭のほうにまで響いてくる。

　涙でぼやけた視界のせいでよくは見えないけれど、和田森さんは苦々しげな顔をしている。

　わたしは涙が零れないようにするため、唇を噛んで下を向いた。いまは仕事中なのだから、泣いてはいけない。我慢、我慢──。

「──どうした？」

　右肩に重みを感じて顔を上げる。

「慶、さん……」

　吉垣部長と呼ばなければならないことに、すぐあとで気がついた。慶さんはわたしの肩に手を載せて、心配そうに眉根を寄せている。

　和田森さんが一歩、後ろに下がる。わたしが涙ぐんでいるせいか、気まずそうに視線をさまよわせている。

　慶さんは気遣わしげにわたしの顔を覗き込んだあとで、和田森さんを見た。

「こんばんは。……和田森さん、でしたよね。なにかありましたか？」

　取引先の人に言うような口ぶりだ。実際、和田森さんは『取引先の人』だけれど。

　慶さんも、和田森さんとの関係を隠したいって……前に和田森さんが言っていた。だから慶さんは、和田森さんに対して他人行儀に接してる？

　ずきりと胸が痛む。どうしてそんなふりをする必要があるのかと、訊きたくなる。

「いえ、なにも……ありませんよ」

　和田森さんはうろたえているように見えた。その姿に違和感を覚える。なにかおかしい。

　わたしは大きく息を吸い込む。いま、勇気を出さなければきっと──ずっと後悔することになる。

「吉垣部長と和田森さんは特別なご関係、なんですよね？」

　心臓が、壊れそうなくらい高鳴っていた。和田森さんは大きく目を見開いて、強張った顔をしている。わたしが約束を破ったから、怒っているのかもしれない。

　でもわたしは、慶さんがそういう演技をしているとは思えなかった。だからこれは、和田森さんが勝手に言っていることなんじゃないか……って。

　本当のことを、確かめたかった。

　慶さんはわたしを見つめて話しはじめる。

「和田森さんとは同じ将棋サークルで顔を合わせることはあるが、それ以外で会うのは今日が初めてだ。あまり話をしたこともない。そうでしょう、和田森さん」

　慶さんが怪訝な顔で和田森さんを見遣る。すると和田森さんは、たじろいだように後ろ歩きをした。

「そっ……そう、です。私と慶さんは、なんの関係もありません……っ」

　そうして和田森さんは逃げるように走っていってしまった。

　そこへ岩池さんがやってくる。

「慶、なにかあった？　和田森のやつ、すごい顔で出ていったけど」

「こっちが訊きたいくらいだ」

　慶さんと岩池さんのふたりから、説明を求めるような視線を向けられる。

「和田森さんが『私と慶さんは特別な関係』だとおっしゃっていたんです。でもそのことはみんなには秘密だから……って。それに和田森さんは、吉垣部長のことをよくご存知でした」

　わたしが言うと、岩池さんは渋い顔になって頬を掻いた。

「ああ～それ、僕のせいかも」

「どういう意味だ」

「いやぁ僕、和田森に慶のこと教えてほしいって言われて、けっこう話しちゃってて。それで彼女は慶のこと、よく知ってたってわけ」

「……つまり、すべての責任はおまえにあるというわけだな？」

　低い声で慶さんが言うと、岩池さんは顔を引きつらせた。

「そ、そうだね。ごめん！　和田森のことは僕がどうにかするから！」

　小走りでバンケットホールを後にする岩池さん。

　わたしはこっそりと胸を撫でおろした。

　慶さんに「築島」と呼びかけられる。

「岩池にはああ言ったが……気づいてやれなくて、すまなかった。築島のようすがおかしいことはわかっていたから、もっと早く確かめるべきだった。責任は俺にもある」

「いえ、そんなことないです。わたしのほうこそ、早く……確かめていれば」

「だが和田森さんに、口止めされていたんだろう？」

　わたしが頷くと、慶さんは額に手を当てて息をついた。

「あらためて言う。俺と和田森さんは本当になんの関係もない」

　ごく真剣な眼差しで見つめられる。

「……俺が特別だと思っているのは、心春だけだ」

　わたしにだけ聞こえるような声で慶さんが言った。

　いまは周りに大勢、同僚や取引先の人がいるから。だから、すごく小さな声で。

　けれど、まわりのがやがやとした声にかき消されず、わたしの耳に届いた。

　それはわたしにとって慶さんが──特別だから。好きな人だから、一言も逃したくなくて研ぎ澄ましているのだと思う。

　嬉しくてまた泣きそうになってしまったけれど、唇にぎゅっと力を入れて我慢する。

　きっとおかしな顔になっていたけれど、慶さんは穏やかに笑っていた。

　その後は急に忙しくなり、慶さんとゆっくり話す時間がなかった。慶さんは熊野ナチュラルの重役や取引先の人にずっと声をかけられっぱなしだった。







　パーティーが終わり、バンケットホールを出る。

　わたしは慶さんに連れられて、みんなが向かうのとは別のエレベーターに乗った。

「あの、慶さん？　このエレベーターって、ホテルの宿泊者専用じゃ……」

「そうだな。宿泊するかどうかは心春が決めていいから……ひとまず俺についてきてくれ」

　慶さんが押したのは、最上階のボタン。エレベーターはどんどん空へと近づいていく。

　静かな廊下を通って部屋へ行く。どうやらバンケットホールへ顔を出す前にチェックインしていたらしい。慶さんは上着の内ポケットからカードキーを取りだしてドアにかざした。

「どうぞ、中へ」

　わたしは上ずった声で「はい」と返事をする。

　慶さんは「時間を取ってほしい」と言っていたから、なにか話があることは間違いない。

　部屋にはふかふかのカーペットが敷き詰められ、広い座面のソファや大きなテーブルとテレビが堂々と置かれていた。

　足下まである大きな窓から、階下に広がる夜景を望むことができる。光の軌跡が夢のように連なっている。

「心春」

　慶さんのほうを向く。彼の手には小箱が握られていた。ベルベットの箱の蓋が、ゆっくりと開く。指輪のアームは波のようなカーブを描いていた。その中央に、ダイヤモンドが煌めいている。

「好きだ。結婚を前提に俺と付き合ってほしい」

　慶さんの顔にはどことなく緊張感が滲んでいた。

　瞬きするのを忘れていたのだと思う。

　瞳が乾いたせいで涙が出てくるのか、嬉しすぎて泣きたくなっているのか──きっとどちらもだ。

「わ、わたし……っ。わたしも、慶さんのこと……好き、です。好きでした、ずっと……」

　鼻を啜りながら、なんとか言葉を紡いだ。みっともない顔をしている自覚があったけれど、目を逸らしたくなかった。

　真っ直ぐに見つめてくれる慶さんの瞳を、真っ直ぐに見ていたかった。

「俺だってずっと好きだった。三年前から」

「えっ？」

　慶さんは小さく笑うと、リングピローから指輪を外して、わたしの薬指に嵌めた。

「すごい……ぴったり。どうして……？」

「このあいだ、俺の指に挟んで測った」

　そういえば、右手の薬指に指を絡められたことがあった。

「それでわかっちゃうなんて、慶さん……すごい、です」

　まだ涙が止まらない。ぐすっと鼻を鳴らしていると、目元の涙を指でそっと掬われた。

「さて、どうする？　このままここに泊まる？」

　いたずらっぽく、それでいて甘く誘うような声で尋ねられた。頷く以外の選択肢はない。

「わたし、まだ……慶さんと離れたくないです。一緒に、いた──」

　すべて言い終わらないうちに腰を抱かれてキスされる。啄むように何度も、何度も唇が重なる。

「ふ……っ」

　慶さんの香りがする。この匂いを吸い込むと安心するのと同時に、脇腹をくすぐられたように落ち着かなくなる。矛盾していると思うのに、心地いい。

　頬に添えられていた手のひらが首へ動く。ピンクパールのネックレスを指で弄ばれた。わたしはうっとりと慶さんを見つめる。

　結婚を前提に、お付き合い。

　ようやくそのことを実感して、頬が熱くなる。

　いっぽう慶さんは、言葉もなくわたしの顔を見つめ返していた。

「……心春にはいつも煽られる」

「あ、煽る……？　いえ、そんな……ん、んっ」

　ふたたびキスの嵐になる。

　ジャケットと、それからブラウスのボタンが外されていく。慶さんはキスをしながらでも、余裕でわたしの服を脱がせることができる。

　やっぱり、すごい。

　感心しているあいだに上半身が裸になっていた。いつの間にブラジャーまで脱がされてしまったのだろう。

　キスは続いている。どんどん深くなるものだから、立っていられなくなってベッドに倒れ込む。

　ベッドに寝転べば、慶さんはますますわたしの服を脱がせやすくなるわけで。

　スカートとショーツも、簡単に脱がされて裸になった。いや、厳密には違う。ピンクパールのネックレスだけは、外されることなくつけたままになっている。

　わたしは慶さんからできるだけ体を隠しながら、ネックレスを外そうとした。ところが「そのままで」という声とともに、両手首をシーツに磔にされる。

「いいんじゃないか、つけたままで。……首輪みたいだ」

　慶さんはまた、わたしが首につけているネックレスを指で持ち上げてなぞる。

「今度、贈る。首輪──じゃなかった、ネックレスを」

「も、もう……慶さん」

「嫌か？　俺に首輪をつけられるのは」

　艶っぽく笑ってそんなふうに言われると、つい本音が漏れる。

「……つけられたい、です」

　彼に繋がれていたい。いつまでも一緒にいたい。

　慶さんは小さく眉根を寄せて苦笑した。

「ほら、また。……どれだけ煽ったら気が済むんだ」

　唸るように言いながら、慶さんが体を屈める。なにをするのだろうと思って見ていると、赤い舌がちらりと覗いた。

「えっ──や、やあっ……ま、待っ──」

　わたしが言い終わらないうちに慶さんは舌を突きだして、薄桃色の棘の根元を舐めた。

「ひぁあっ！」

　急に生温かな刺激を与えられた胸の先端は瞬時に硬くなる。慶さんはわたしがびくりと体を上下させても、かまわず乳首を舐め続ける。

　心なしか以前よりも遠慮がない。

　けれどそれを言うならわたしだって……。

　慶さんの前で裸になることに、ためらいがなくなっていた。むしろ悦んで服を脱がされていた気もする。

　そしていま、ざらついた舌で繰り返し乳首を舐められている。

　いまさら恥ずかしくなって、けれど気持ちがよくて、頬や耳のあたりに熱が立ち上ってくる。

　自然と呼吸も荒くなり、気づけば大きく胸を上下させていた。揺れる乳房を、慶さんはうっとりとした眼差しで追って、その先端にかぶりつく。

「あぁっ……ん、んっ……！」

　足先から頭のてっぺんまで、ぞくぞくとした快感が何度も走り抜けた。舌は生温かく感じたのに、口の中に丸々収められるとひどく熱い。

　じゅ、じゅっと水音が立つほど吸い上げられて、恥ずかしさと心地よさが一緒くたに襲ってくる。

　慶さんは口に含んでいないほうの胸の尖りを指で押し嬲りながら、もう片方の手をするすると下降させた。

「あう、ぅ……ふっ、ふぁ」

　彼の手が近づくだけで下腹部が期待しはじめる。それは、体の内側がぐずぐずと蕩けだすような感覚。

　まだ少しも触れられていないのに、割れ目の中央にある肉粒がひくっと震える。

　太ももの内側をじっくりとなぞられる。わたしの気持ちばかりが逸って、早く触ってとねだるように両脚がぴくぴくと弾んでしまう。

　きっともう、膣口からは『感じている証拠』が溢れだしている。そこを指で探られるのは恥ずかしいはずなのに、早く探ってほしい気持ちもあった。

　慶さんの指が、割れ目の下へと伸びていく。肌をなぞりながらゆっくりと、まるでもったいぶるように。あるいは、わたしのようすを窺うように。

「んぁ、あっ……」

　くちゅっと水音が立って、慶さんの指が膣口に沈み込む。わたしは「あぅ、う」と呻きながら体を捩った。

　ひとりえっちするとき、指を中まで入れることはほとんどない。だからなのか、慶さんは乳首をしゃぶるのを中断して「狭い」と漏らした。

「ご、ごめ……」

「だから、責めているわけじゃない。まあ俺も……無遠慮に言いすぎなんだが」

　慶さんは笑みを深めて、指をさらに奥へと進める。

「狭くてもいいんだ。広げるだけ。……よく感じてくれているから、摩擦はない」

「ふっ、あ……ぁ、んんっ……！」

　慶さんの言うとおり、どれだけ指が深いところへ入ってきても摩擦はなくて、痛みもなかった。

　感じて、濡れすぎているのではと恥ずかしくなるくらい潤っている。

　異物感はあるのに、ほどよく主張してくるばかりだった。指はしなやかに動いて内壁を突く。

　本当に内側を広げられている。もっと大きなものをそこへ挿れるための準備をされているようだった。

　……そんなふうに思うのは、わたしが期待してるから。

　もしかしたらもうずっと、空虚さを感じていたのかもしれない。

　だからほしくて、こんなに濡れてしまうのかも──。

「ひ、あぁあっ」

　慶さんは中指の根元までわたしの中に収めてしまった。円を描くように、体内を執拗にほぐされる。

　ときおりぐち、ぐちゅっと水音が立つのだけれど、彼はわざとそういう音を奏でている気がする。

　だって、慶さん──すごく楽しそう。

　幸せそうな顔で、わたしの乳首を啄んだり指で弾いたりと、楽しそうに遊んでいる。

　もちろんわたしも幸せで、体からはどんどん余分な力が抜けて快楽だけが残る。

　だらしなく脚を開いている自覚はあるものの、閉じられない。それどころか、慶さんがもっと指を動かしやすいように、開いたままにしておかなくちゃと考える。

　慶さんはわたしの気持ちを悟ったのか口の端を上げて、親指で小さな粒を突き上げた。

「ふぁぁああっ！」

　急にそこを刺激されて、つい大声が出る。ちょっとずるい。完全に不意打ちだ。くわえて乳首もつまみ上げられた。

「やっ、全部は……んんっ、やぁっ……！」

「ん……嫌だったか。そうか」

　どこか上の空で呟く慶さん。そしてその言葉は本当に『上の空』だったらしい。慶さんは全部を責め立てるのをやめなかった。

　ふたつの乳首と、たったひとつの小さな肉粒と、よく潤った体内を指と舌で掻き乱される。

「あぁあ、やあっ……！　わたし……も、ぅ……イッ、あ……イッちゃ……ああぅ、あぁあっ……！」

　瞬きをひとつする間に、快楽が弾け飛んだ。トクントクンと脈打つのは心臓と、彼が触れているすべての箇所。

　息は荒くて、まったく整わない。

「今夜も、上手だ……心春」

　吐息たっぷりに言うと、慶さんは暑くなったのかネクタイを緩めてワイシャツを脱いだ。

　初めて目にする慶さんの体。夫となる人の、裸──。

　妄想していたよりも筋肉質で、がっしりしている。裸だと、肩幅の広さがまざまざとわかる。

　ついじろじろ見てしまっていると、慶さんは緩めたネクタイをわたしの目元にぽんと置いた。

「え、あの……？」

「少し──そのまま」

　じろじろ見てはいけないということだろう。慶さんは意外と照れ屋さんらしい。

　ピリッ、となにか音が聞こえた。

　ネクタイが目元からなくなったので、わたしは閉じていた目を開けて慶さんを見る。

　慶さんのスラックスはいつの間にかなくなっていて。足の付け根には、とてつもなく大きなものがそそり立っていた。

　わたしは口を半開きにして、その大きなものを見つめていた。すると慶さんはわたしの太ももに手を当てて身を乗りだした。彼のそれを見ていられなくなる。

「……怖い？」

　神妙な面持ちで慶さんが訊いてきた。

「い、いえ……怖いだなんて、少しも。ただ、わたし──慶さんの恋人になったんだな、って……」

　正直に話すと、慶さんは少し困ったようにほほえんだ。

「いまさらだ」

　大きな男根の切っ先を、膣口にあてがわれる。

「俺はずっと、心春が恋人になってくれたらと……思っていた」

　硬いそれが、めりめりと押し入ってくる。

「あ、ぁっ……う、んっ……ん、ふぅ……っ」

　慶さんのものが、わたしの中に──。

　やっぱり、もっとよく見ておけばよかったなんて思ってしまう。

　だってすごく愛しいから。情欲を滾らせている彼のそれが愛しくて、嬉しくて、気持ちいい。

　充分にほぐされていたわたしの体内は、慶さんのそれを悦んで迎え入れているみたいだった。

「は……ん、はぅ……う、うっ……」

　全身の肌が、逆撫でされたように過敏になる。すべてが、快楽を得ようと敏感になっているように思えて、自分の貪欲さに少し呆れた。

「ん──心春……」

　慶さんは大きく息を吸うと、ゆっくりと吐きだしながら一物をさらに奥へと押し進めた。

「ふっ……あ、あっ」

　奥までみっちりと、彼のものでいっぱいになる。

　……入ってる。繋がってる──慶さんと。

　感動が込み上げてきて涙を誘われる。痛いわけではないのに瞳が潤んで、すぐに涙が零れてしまう。

「心春？　痛かったのか」

　慶さんが焦ったようすで頬を撫でてくる。

「ち、違います。これは、その……嬉しくて……」

　真偽を確かめるように、慶さんはわたしの頬を手のひらで覆った。静かに見つめられている。

「……俺だって嬉しい。心春の中……温かい」

　感じ入ったようすで、眉根を寄せて慶さんが言った。

　初めて見る表情に胸を締めつけられる。そしていましがた締めつけられた箇所を慶さんが掴むものだからよけいに、きゅんっと胸が高鳴った。

「あ、ん……んっ、慶……さん……あ、ぁっ……」

　律動に合わせるように、慶さんは鷲掴みにしたわたしの乳房をぐにゃぐにゃと揉みしだく。

　当然、先端は尖った形になっていて。慶さんはそれを愛でるのも忘れない。指と指のあいだに挟まれて踊らされる。

　律動が激しくなったわけではないのに、快感が倍の倍に跳ね上がる。

　もっと弄ってもらいたくなって肩を揺らすと、慶さんはすぐにわたしの意図を汲んで、もう片方の乳首も指で擦り立ててくれた。

「ひゃうっ、うっ……あ、あっ」

　たぶんいまは、なにをされても気持ちいい。視界が定まらないくらい体を揺さぶられている。愛しさと快感ばかりがどんどん膨れ上がっていく。

「好きだ……心春。愛している。ずっと、ほしくて……っ、俺は」

　どこか切羽詰まった顔をして慶さんは腰を前後に振りたくる。

　慶さんのそれは圧倒的な存在感を放ちながら、わたしの内側をめちゃくちゃに掻き乱す。

　深いところに突き入れられるたび、じいんと甘い痺れを伴った快感が込み上げてきて、目頭が熱くなる。

「……っ、心春」

　切なげに寄せられた眉に、低く掠れた、追い縋るような呼び声。それがまた心地よさを押し上げる。彼の声は心にも体にも気持ちよさしかもたらさない。

　体の中はすでに彼のものでいっぱいになっているのに、それでもなお存在を誇張するようにぐりぐりと肉襞を抉られる。

　もっと感じて、と訴えかけるように。

　もっと悦んで、と懸命に促すように。

　身も心もこんなに愛されたことなんて、いままでなかった。幸せすぎて、頭の中が真っ白になる。

「やぅっ、うっ……あ、あぁっ……！　もう、だめ……わたし……っ、あぅ、あぁあっ──……！」

　いまだかつて経験したことのない、とてつもなく大きな脈動に包まれる。

　ドクン、ドクン。どちらが脈打っているのか、わからない。

　混ざり合って溶け合って、ひとつになっている。

　慶さんは、弛緩しているわたしの体を手のひらで撫でまわした。くすぐったいけれど、心地いい。

　切ない箇所をずっと繋げたまま、ちゅっと首筋に吸いつかれる。

　それは一度だけではなくて。二度、三度と繰り返し首筋を吸われた。

　当然そこにはキスマークができる。これだけ強く吸われていたら、確かめるまでもない。

「慶さん、あの……。詰め襟の服ばっかりになっちゃいますから……」

　すると慶さんは「んん」と、不満そうに唸って顔を上げた。

「いいんじゃないか。詰め襟の服のほうが禁欲的だ」

「き、禁欲的って……」

「脱がし甲斐があるし……脱がしたあとで、俺がつけたキスマークが現れるわけだし」

　慶さんは「うん、いい」と頷いている。

　わたしはつい笑ってしまった。だって、いつもの慶さんらしくない。けれどこれも彼の一面なのだろうと思うと、嬉しくなった。

　笑っているわたしを見て、慶さんは目を細める。

「……悪いな。自分のものには印をつけておかないと気が済まないんだ。やっと、俺のものになったから──」

　そうして慶さんは性懲りもなくまた首筋にキスマークをつける。

「んっ……」

　彼の熱い唇はしだいにわたしの唇へと近づいてきた。口を開こうとしていると舌が入り込んでくる。

　それからしばらくのあいだ、深いキスに溺れることになった。







第五章 もっと奥まで








　十月の下旬、最後の週末。

　なにをするにもよいこの季節。熊野ナチュラルでは例年、懇親を目的としたデイキャンプが催される。

　会社が所有する保養所まではバスか、マイカーで行く。わたしはというと、慶さんの車に乗せてもらった。

　慶さんはほかの同僚も車に乗せていくものだと思っていたのだけれど、そうではなくわたしひとりだった。

「わたしとふたりきりで、大丈夫でした？」

「もちろん。むしろ俺とふたりきりなのを気にしてるのは心春のほうだ」

　わたしは「うっ」と呻いて、ハンドルを握る慶さんの横顔を見た。本日の慶さんの装いはオフィスでのスーツ姿とは大きく違う。白いＴシャツにニットカーディガン、ジーンズというラフな恰好だ。それでもやっぱり、かっこいい。

　わたしと慶さんが付き合っていることは同僚には内緒にしている。社内恋愛には寛容な会社だけれど、公にしてもいいことがないと思って、慶さんに「わたしたちのことは当面のあいだ秘密にしましょう！」と持ちかけた。

　だって慶さん、すごく人気があるんだもん。

　女性社員からなにを言われるかわかったものではないから、できるかぎり内緒にしておきたい。

　わたしは慶さんと付き合ってるんです──だなんて、自慢するみたいだし。

　実際、慶さんはとてつもなく素敵な男性だから自慢にしかならない。

「だが、必要があれば公言するからな」

　むすっとしたまま慶さんが言った。車はすいすいとカーブを曲がって山道を上っていく。

　わたしは「わかりました」と答えながらも、わざわざ「付き合ってます」と言う必要のある場面が思い浮かばず、首を捻った。

　キャンプ場には一番乗りだった。みんなが乗ったバスが到着するまでにはあと二十分ほどある。

「そのあたりを散策するか」

「そうですね！」

　木漏れ日の中をふたりでゆっくりと歩く。

　すがすがしくてつい、駐車場からはだいぶ離れたところまで足を伸ばしてしまった。

「心春、こっちだ」

「えっ？　保養所って、そっちでしたっけ」

「……ああ」

　保養所は山の高いところにあるはずなのに、どうしてか道を下っている。けれどわたしは、慶さんを信じて疑わなかった。

　ところがわたしたちは、保養所ではなくバス停に出てしまう。

　ちょうどバスが来たばかりだった。同僚たちと鉢合わせする。

「あれっ、部長に築島さん！　もう着いていらっしゃったんですか？　早いですね」

「あぁ、うっ……うん」

　慶さんとの関係を怪しまれないように、バスが到着したあと保養所へ向かうつもりだったのに、バス停のほうへ歩いてしまっていたなんて。

「悪いな、道を間違えた」

　慶さんが耳打ちしてくる。吐息混じりの低い声を吹き込まれたわたしは、飛び上がりそうになった。

「い、いえっ……わたしのほうこそ、全然道を覚えてなくて」

　小声で返しつつ慶さんを見る。慶さんは余裕たっぷりで笑っている。

　……あれ。ほんとに道、間違えたのかな。

　もしかして慶さんの策略では──と、つい疑ってしまう。耳打ちしたのだって、親密な雰囲気を出すためとか、同僚に見せびらかすため、だったりして……。

　どうしよう。慶さんが本気を出したらわたしはきっとすぐに負けてしまう。慶さんと付き合っていることが周知の事実になる。

「部長、行きましょ」

　女性社員たちが瞬く間に慶さんを囲んだ。保養所へ向かって歩きはじめる。女性社員のひとりに睨まれたわたしは、つい悲鳴を上げそうになった。

　覚悟を決めたほうがいいかもしれない。いや、いますぐ決めるべきだ。

　わたしの、慶さんなんだから。だれにも盗られたくない。

　めらめらと闘志を燃やしながら、後輩たちと一緒に保養所へ。荷物を置いてからキャンプ場へ出た。

　グループごとにカレー作りをはじめる。部長の慶さんはあっちこっちに引っ張りだこで、一箇所には留まっていられない。

　屋外のキッチンでジャガイモを切る。吹き抜ける風が気持ちいい。みんなで和気あいあいと、楽しいキャンプ──のはずなのに。

　慶さんがそばにいてくれないから寂しい、なんて思ってしまう。

　……秘密にしましょうって、言ったのはわたしなんだから。

　わがままにもほどがある。欲張りすぎだ。

　こういうのはよくない。自分勝手なことばかり考えずに、もっとまわりに気を配ろう。

　わたしはカレーを紙皿によそって後輩たちに配った。ふだんの飲み会では後輩たちに気を遣ってもらってばかりだったから、今日くらいはと世話を焼く。

　そうしているほうが気が紛れる。結局は後輩たちを利用している自分にうんざりするものの、みんなで作ったカレーは文句なしに美味しかった。

　丸いテーブルを囲んで、切り株のようなイスに座り、第一グループの同僚と雑談する。

「築島さんって私たちにほんと、優しいですよね。このあいだ私がお腹が痛かったの、気づいてくれたのって築島さんだけです！」

　和田森さんがオフィスに来たときの話だ。わたしは「これからも遠慮なく言っていいからね」と言った。

「……あのっ、築島さんって付き合ってる人いるんですか!?」

　今年、入社したばかりの男性社員に訊かれたわたしは、すぐには答えられなかった。

　慶さんからプレゼントされた婚約指輪は、指には嵌めずにチェーンを通して首につけていた。だから傍目には、わたしに恋人がいるとは思われない。「付き合っている人はいないよ」と嘘をつくこともできるのだけれど──。

「もしかして吉垣部長と……？」

「えっ!?　あ……え、ええと」

　返答に困っていたとき。

「──そのとおりだが？」

　頭上から降ってきた声にどきりとする。

　慶さんがわたしの隣に来たので、同僚たちはひとりずつずれて席を空けた。

「えーっ、いつからですか!?」

「設立記念パーティーのあとだ」

「やっぱり～！　おふたりで別のエレベーターに行かれてましたよねっ」

　同僚たちはきゃあきゃあとはしゃぎながら次々と慶さんに質問する。さながら記者会見だ。

　慶さんはすべての質問にそつなく答えていく。その隣で、わたしはなにも言えずに顔を熱くしていた。







　夕方。わたしと慶さんはふたりで駐車場へ向かった。車の前まで来る。

「あの、慶さん。なんで言っちゃったんですか……？」

　ちらりと彼のほうを見る。慶さんは悪びれたようすなく言う。

「どう考えても、公言が必要な場面だっただろう。若い男どもがハイエナのように心春に群がっていた」

「ええっ、そんなことないですよ」

　すると慶さんは「わかってない」と呟きながら息をついた。

「……そんなに嫌だったか？　俺と付き合ってると知られるのは」

　わたしはふるふると首を横に振る。

「じつはわたしも……慶さんの彼女ですって、言いたい気持ちになってました。わたしが『秘密に』って言ったのに……すみません」

「べつに謝ることはない。俺は初めから周囲に言いたかったんだから。だがどういう心境の変化だ？」

「わたしの慶さん……盗られたくないな、って。それに付き合ってますって言ったほうが、ずっと一緒にいられるな……って。浅ましいこと、考えて──」

　急に腰を抱かれ、顎を掬われた。瞬きをひとつするあいだに唇が重なって、離れる。

「──浅ましい？　愛らしいの間違いだ」

　またキスされそうになる。わたしは焦りながら、やんわりと慶さんの胸を押した。

「だっ、だめです！　ここ……外です。まだだれか、いるかも」

「付き合ってるんだからいいだろう？」

「そ、そういうことじゃなくて……えっと、節度というか」

「……まあ、一理あるな。理性が吹き飛んでいた。心春がかわいすぎて」

　熱っぽい眼差しを向けられて、ますますこの場に居づらくなる。

「乗ってくれ」

　いつものように、慶さんが助手席のドアを開けてくれる。わたしの手が荷物で塞がっているわけではないのに、初めて車に乗せてもらったときからずっとそう。

「ありがとうございます」

　わたしは会釈しながら助手席に乗った。

　会社のデイキャンプはもう終わったけれど、今日はこのまま帰るわけじゃ──ない。慶さんにはあらかじめ「泊まりの準備を」と言われていた。

　車に揺られること二十分ほど。ログハウスが点在している林に到着する。

　管理棟で受付を済ませて、わたしたちが宿泊するログハウスへ。木の温もりとよい香りに、さっそく癒やされる。

「夕食は俺が作るから、心春はゆっくりしているといい。キャンプ場ではずいぶんと後輩たちに世話を焼いて、疲れただろう」

　見ていてくれたことが嬉しすぎて、わたしはなにも言えなくなった。

「まあ、作るといってもバーベキューの材料は切られているし。焼くだけだ」

　そうして慶さんは庭に出ると、さっそくバーベキューコンロに炭を置いた。ガスバーナーで着火させたあと、ブロワーや団扇で煽ぎながら火加減を調整する。

　そのようすをわたしはずっと眺めていた。見とれていたというほうが正しい。

「慶さん、火をおこすのお上手ですね」

「まあ、それなりに。何度かやったことがあるだけだ」

　慶さんはいつでも手際がいい。まごついているところなんて、一度も目にしたことがない。

　わたしは管理棟で受け取った、カット済みのお肉や野菜を慶さんのもとへ持っていく。

「焼きながら食べるか」

「はいっ」

　それからわたしたちは、たわいない話をしながらお肉と野菜を焼いて、どんどん口に運んだ。

　いつの間にかすっかり陽が落ちて、あたりは暗くなっていた。

「食べすぎたな」

「そうですね。美味しくてつい」

「少し動こうか」

　慶さんに言われるまま、ログハウスを出て林の中を歩きはじめる。

　ふと上を見れば、満天の星空。無数の星が、瞬きながらわたしたちを見おろしている。

「……きれいだ」

「はい、とっても！」

　ふと視線を感じた。わたしは夜空を見上げるのをやめて慶さんのほうを見る。てっきり慶さんも夜空を見上げているのだと思っていたのだけれど、違った。

　慶さんはわたしを見ている。左手に指を絡められ、引き寄せられた。

　広くて硬い、慶さんの胸。たくましい腕に閉じ込められて身動きが取れない。それでも嫌だと思うことはなにひとつなくて、ひたすら心地いい。

　目を閉じると虫の音が聞こえた。リーン、リーン……と、どこかで鈴虫が鳴いている。

　左手の薬指に、なにか冷たいものが当たった。違和感を覚えて左手を見る。薄暗かったせいで、それがなんなのかすぐにはわからなかった。

「婚約指輪を贈ったばかりなのに急ぎすぎているとは思うが。……受け取ってほしい」

　どことなく緊張感のある声。

　わたしは左手を自分の目の前に掲げて、薬指に嵌まっている銀色の指輪を見つめる。

「ありがとう、ございます」

　やっぱり、すぐには実感が湧かない。この指輪がなにを意味するのか、わかっているのに。

　慶さんは、そんなわたしを見透かしたように言う。

「結婚しよう」

　わたしは「はい」と即答する。慶さんは、珍しく目を丸くして驚いているようだった。

「少しもためらわないんだな」

「は、はい……。だって、結婚を前提にしたお付き合いって……慶さん、前に」

「それはそうだが。ついこのあいだ付き合いはじめたばかりだから、もう結婚するのかと思われるんじゃないかと……気にしていた」

「そんな、気にするだなんて。けど嬉しくて、信じられなくて……実感は、ないです」

「そうか」とだけ答えて、慶さんはわたしの額にキスをする。

　頬を撫でられたことで、彼の左手にはまだなにも嵌まっていないことに気がついた。

「あの、慶さんの指輪は？」

「ここにある」

　慶さんはニット素材のツイードジャケットのポケットから指輪を取りだす。

「わたしが……」

　おずおずと申しでると、慶さんは笑ってわたしの手のひらに指輪を置いた。

　慶さんの左手を取り、薬指にそっと嵌めていく。

　結婚指輪はお揃いでつけるものだから。慶さんの指にもきちんと嵌めておかなくちゃ、わたしの大切な人だ──って、主張できない。

　慶さんは薬指に輝く指輪を眺めたあとで、わたしの左手にぴたりと合わせた。

「実感、できてる？」

　慶さんの大きな手のひらに対してわたしの手は小さい。

　指と指を絡められた。もう、離れられないし、離れたくない。

　わたしは嬉しい気持ちを顔に出して「はい！」と返事をした。







　ログハウスの浴室はとてつもなく広かった。じつはこの浴室が、ログハウスのいちばんの見所らしい。大きな窓から林を見渡せる、ジャグジー付き浴室だ。

　浴室内にはアロマランプが置かれていて、柑橘系の甘い香りが漂っていた。

「せっかくだから一緒に入らないか？」

　後ろから抱きしめられたわたしは本能のまま、深く考えずに頷いていた。

　カットソーを頭から脱がされ、七分丈パンツを下に落とされる。下着もすべてなくなった。首から下げていた婚約指輪は、浴室に来る前にジュエリーボックスにしまっていたから、今日はきちんと裸だ。

　……きちんと、っていうのも変だけれど。

　ただ、左手の薬指に嵌めている指輪はそのままだった。それは慶さんも同じ。彼も服を全部脱いで裸になったものの、指輪はつけている。

「あ……でも窓、大きいから……このままじゃ」

　ふたりとも裸になってから気がついた。林に人影はないけれど、これでは外から丸見えだ。

「問題ない。室内がどれだけ明るくても外からは見えない仕様のガラスだ」

「そ、そうなんですか」

「ああ。だからなにをしていても、だれにも見られない」

　脇腹から胸のほうへ、慶さんの手のひらに撫で上げられる。慶さんはわたしの後ろにいるから顔は見えないのだけれど、きっと楽しそうにしている。

「えっと……髪とか、体とか……その、洗ってから……」

「では俺が洗う」

　わたしが「えっ」と声を上げても、慶さんはかまわずわたしの手を引いてシャワーの前へと歩いていく。

　透明のバスチェアに座るよう促される。わたしが腰を下ろすと、慶さんはさっそくシャワーハンドルを掴んだ。

「やっぱり申し訳ないです。自分で──」

「だめだ」

　きっぱりと言って、慶さんはわたしの髪や体をお湯で濡らしていく。

「ん……っ」

　ただお湯をかけられているだけ。それだけなのに、どうして全身がむずむずするんだろう。

　慶さんが手のひらにシャンプーを泡立てるのを、鏡越しに見る。わたしの濡れた髪を、慶さんは丁寧に洗っていく。

　裸になったときからずっとドキドキしていたけれど、いまはもっと胸が高鳴っていた。

　髪の毛を洗ってもらっていて、性的なことをされているわけではないのに、落ち着かなくて胸が騒ぐ。

「……黙り込んで。大丈夫か？」

「えっ……ええと、はい……大丈夫、です」

　えっちなことを期待して口数が減ってるなんて、気づかれたくない。

　けれど慶さんはやっぱり、お見通しなのだと思う。鏡の向こうで、すごく楽しそうに笑みを深めている。

　慶さんは、まるで壊れものに触れるように髪を洗い上げてくれた。

　そのあとはボディソープをたっぷりと泡立てて、わたしの肩に泡を塗りつけていく。シトラスの香りの真っ白な泡が、胸のほうへと垂れ落ちていく。

　おかしな声を上げてしまわないようにするので精いっぱいになる。

　泡が胸元に流れるだけで気持ちよくなっちゃうなんて──。

「耳……赤いな？」

　急に耳元で言葉を紡がれたものだから驚いてしまって肩が弾む。

　鎖骨から胸のほうへ流れる泡を追うように慶さんの手が下りていく。白い泡と一緒に、ふたつの膨らみをぐにゃりと手のひらで覆われた。

「あぁっ……ん、ん……っ」

　待ち焦がれて期待ばかりしていたせいか、慶さんの両手が少し動くだけでも気持ちがよくて高い声が出る。

　泡で摩擦がまったくないせいもきっとある。乳房の形がすっかり変わるくらい激しく揉まれても、快感しかない。

　つんっと上を向いている薄桃色の部分を、慶さんはぬめりのある指で勢いよく押し上げた。

「ひぁぁあっ！」

　硬くなりすぎた乳首は慶さんの指を弾く。彼はわざとそうしているのか、凝り固まった乳首をいたずらに弾き倒した。

　呼吸が荒くなって、体がふわふわと浮くような心地になる。気持ちがよすぎて、息をするのを忘れそうになる。

「はぅ、んんっ……あ、あぅっ……！」

　わたしは内股を擦り合わせていた。そこへの刺激をねだっているみたいだと思うのに、やめられない。

　胸への刺激はすべてが下腹部へ繋がっているようだった。疼いて、疼いて、たまらない。

　割れ目の奥にある粒はとても眠ってなんていられなくて、ひとりでにヒクヒクと蠢いている。

　わたしの心境を悟ってか、慶さんは右手を足の付け根へと伸ばしてくれる。肌をなぞりながら、ゆっくりと。優しくて時々いじわるな指先が、恥丘を掠めて裂け目に辿りつく。

「ふ……ぅ、うっ……」

　ふだんよりも格段に滑りがよくなっている彼の指が陰唇をぐるりと一周した。

　ああ──『時々』のいじわるをされている。

「慶さぁん……っ」

　わたしはすぐに音を上げて彼の名前を呼ぶ。焦らさないで、早く触ってほしい。

「んん……」

　慶さんは熱い息をつきながら、指で優しく粒を突く。

「はぅうっ」

　望んでいた刺激を与えられて嬉しいのに、やっぱり満足できない。そんなふうに優しく触るのではなくて、もっと強い刺激がほしい。

「慶さん……っ、も……もっと……」

　後ろにいる彼のほうをちらりと見ながら言った。慶さんは一瞬だけ手を止めたものの、すぐにまた動かしてくれる。

　それまでとは打って変わって、途方もなく激しく。

「……っ、ねだるのも上手くなった」

　乳首と肉粒はまるで抉られているようだった。指先で嬲られ、捏ねまわされる。けれど、どれだけ強くされても摩擦がないから、やっぱり快楽しかない。

「あぁあ、ぁっ……もう、イッ……あ、だめ……っ、あぅ、あっ、あぁああっ──！」

　わたしが顎を反らすと、後ろにいた慶さんの胸にとすんと当たった。わたしがぶつかっていっても、慶さんはびくともしない。

　顔を上に向けたまま「はぁはぁ」と息を荒らげていると、慶さんに覗き込まれた。

「洗い足りないところは？」

　足の付け根の小さな粒と、胸の先端をそれぞれ指できゅっと撫で上げられながら尋ねられた。

　わたしは慶さんと目を合わせていることができなくなって前を向く。そうなると、鏡が目に入るわけで。鏡に映るわたしの顔は、とんでもなく赤かった。

　わたしはすっくと立ち上がって「大丈夫ですっ」と答える。

「わたしも……っ、洗いたい、です。慶さんの髪と体……」

　わたしだけがされるのではなんだか不公平だし、わたしだって慶さんを気持ちよくしたい。

　……ちゃんとできるかわからないけど。

　慶さんは顎に手を当てて、なにか考え込んでいた。そのあとでバスチェアに座る。

「では俺の前に立って、洗ってくれ」

「はい」と返事をしたものの、いざ彼の前に立つと、恥ずかしくて足が竦んだ。

　だって、慶さんの目の前にわたしの胸が……！

　彼は狙って、そう指示したのだろう。けれどいまさら「嫌です」だとか「やっぱりやめます」なんて言えないし、言いたくない。

　わたしは意を決して慶さんの髪を洗いはじめる。黒髪はつやつやで、指触りがいい。

　慶さんが見つめているわたしの胸は、わたしが手を動かすたびに揺れる。そのことに気がついてつい両手を止めてしまった。

「どうした？」

「な、なんでも、ないです。流しますねっ」

　胸を見られる羞恥に耐えながら、なんとかして慶さんの髪を洗い終わった。

「体は──そうだな、心春の体で洗ってもらうほうが嬉しい」

「わ、わたしの……？」

「そうだ」

　腰を抱かれて彼の膝に座らされる。

「さあ、ちゃんと洗って」

「は、はい……っ」

　わたしは肩を揺すって、慶さんの体に胸を押しつける。ものすごく恥ずかしいけれど、慶さんの望みや期待に応えたかった。

　慶さんの硬い体に胸が擦れると気持ちがよくて、彼を悦くしなければならないのに自分ばかりがいい思いをしている気がする。

　わたしはなおも体を動かして、ぬるぬると慶さんの体を擦った。

「すごいな、乳首……こんなに勃たせて」

「うぅっ……」

　気持ちよくなってたこと、やっぱりバレてた。

「慶さんだって……」

　反論するのはどうかと思う。けれどずっと気になっていた。彼の股間にあるそれは、ずっと昂ぶったまま。

「……心春が柔らかいから」

　急に慶さんが腰を上下させはじめる。

「ひぁっ!?　あっ、あぁっ……！」

　わたしの足の付け根にずっと当たっていた陰茎が、敏感な粒を擦りだす。いっぽうで慶さんはわたしの腰を掴んで前後させた。慶さんのそれは硬い。硬い陰茎が、わたしの粒を執拗に擦っている。

　切ない部分がいっそう密着して、とてつもない快感を生む。

「だめ、です……っ、わたし、また──あ、あぁあっ、やぁあっ……！」

　二度目の絶頂に達して、全身が悦びに震える。

　けれどそれはわたしだけ。慶さんのそれはまだ不満足そうに、いきり立ったままだった。

　シャワーを浴びてから、ゴボゴボと泡が出ているジャグジーにふたりで浸かる。

　慶さんはずっとわたしの顔ばかり見ている。

「ちょっと顔が赤いな。あまり浸かりすぎるのもよくない。ほら……ここに手をついて」

　促されるまま、窓辺に手をついた。

「そう。それから……膝はここだ」

　気がつけば、バスタブの外で四つん這いになっていた。慶さんにお尻を向ける体勢だ。

「あ、あのっ……？」

　慶さんはお湯に浸かったまま、どうしてか身を屈めてわたしの下腹部に顔を寄せている。

　そうしてわたしはやっと、慶さんがなにをするつもりなのかわかった。

「え──やっ、うそ……だ、だめです、そんな……あぁ、あっ」

　舌が肉粒を捉える。捉えて、放さない。触れられた箇所が熱いのか、慶さんの舌が熱いのか、わからなくなった。

　二度も絶頂を迎えて過敏になっているその箇所を、慶さんは容赦なく舌で嬲り倒す。

「だめ、こんな……だめ、慶さ……ぁあ、あっ、やぁあっ……！」

「だめなことない。俺に舐められやすい体勢を上手に保っている」

　慶さんの手ほどきはまだ終わっていなかったらしい。

　褒められて嬉しい気持ちと、あらぬ箇所を舐めまわされている羞恥心で頭の中がごちゃごちゃだった。

　慶さんの舌が膣口の浅いところを大胆に抉る。指では肉粒をぐりぐりと押され、いよいよなにもかもが真っ白になった。

　もうまともになにか考えるなんて、できない。

「ふあぁ、ああっ……あぁあんっ」

　ひたすら気持ちがよくて、はしたない声ばかりが出て、ひとりでに腰が揺れてしまう。

　胸の頂をぎゅっとつままれた瞬間、またしてもすべてが弾け飛んだ。

「は……う、うぅ……」

　呼吸がままならない。ビクビクという脈動と一緒に体が蕩けていく。

　もう充分すぎるほど、繋がり合う準備はできている。それなのに慶さんは、指で膣口を弄るばかりで、事を起こしてくれない。

　もしかして萎えてしまったのかもと思って、ちらりと彼の下半身を見る。依然として奮い立ったままなのを確認して、ほっとするのと同時にどきりともした。

「中……くださらないんですか？」

　恥ずかしくて顔から火が出そうだったけれど、ねだらずにはいられなかった。

　慶さんはぴたりと指を止めて体を起こし、わたしの背中に顔を突っ伏す。

「……避妊具を忘れた」

　くぐもった声だった。どんな表情をしているんだろう。

「結婚指輪をどう渡すか、というか……そもそも渡すかどうかもけっこう悩んで、そのことばかり考えていた。まだ早すぎるんじゃないかとか、心春はどう思うだろうか、と」

　いつもスマートな慶さんなのにと、少し信じられない。

「慶さんでも、悩んで……なにか忘れちゃうことも、あるんですね」

「ん──。心春に関しては、いつも悩んでばかりだ」

「ごめんなさい、悩ませてしまって」

「謝っていいのか？　この三年、心春をどうやって籠絡しようかって──いつも悩んでいたんだ」

「えっ」

「だれとも付き合わないって、言っていただろう」

　少し拗ねたような口調で慶さんが言うものだから、なんだかかわいらしいなんて思ってしまう。

　わたしを抱きしめる慶さんの両手に力がこもるのがわかった。

「やっと、こうして……好きだって言いながら抱きしめられる。手放さないから、絶対に」

　心臓を、鷲掴みにされたみたい。

　慶さんの両手がわたしの胸を掴んで、やわやわと揉みはじめる。

「あの……大丈夫、です。避妊具……なくても。だってわたしたち、結婚……する、から」

　精いっぱい体を捩って彼のほうを見る。

「だから、ほしい……です。慶さん、の……直接、わたしの中に」

　なにも隔てずに、彼を感じたい。後先考えずに言っているわけではなくて、覚悟の上だった。

　慶さんは手を止めた。唇を引き結んで、目を見開いたまま固まっている。

　あまりにも大胆な発言だったかもしれないと思ったものの、撤回はしたくなかった。

　本当に望んでいることだから。二言はない。

　慶さんの顔が、みるみるうちに歪んでいく。

「心春が……っ、煽ったんだからな」

　ぐいっと腰を引かれ、彼の顔を見ていることができなくなる。

　そしてすぐに衝撃が走る。膣口に硬い陰茎を押しつけられたかと思えば、あっという間にめりめりと隘路の中へ潜り込んできた。

「ひあぁぁあ、あぁっ……！」

　わたしは慶さんの勢いに押されて前へ倒れそうになったのだけれど、胸を鷲掴みにされることで支えられた。

　慶さんのそれは行き止まりまで達して、まるでわたしを責めるようにぐいぐいと強く押してくる。

「あぅ、あっ、ぁっ……はぁっ……！　慶、さ……もう、これいじょ……奥、には」

　いけない。彼だってわかっているはず。

　それなのに慶さんは、わたしの胸を揉みしだきながら執拗にいちばん奥を穿ってくる。

　後ろから突かれているから、深すぎる。でも気持ちがよくて、一突きされるたびに全身が甘く総毛立った。

「そうだな……もう奥にはいけないから、戻るか」

　いつになくぶっきらぼうにそう言って、慶さんは陰茎を引き戻す。

「ひゃうぅっ！」

　大きなものが一気に入り口まで戻ったからか、ぐぷっとひどい水音が立った。

　もうこれ以上奥には、だなんて言っておきながら、彼のそれが入り口まで戻ってしまったことを残念に思っている。

　抜かないでと、喉まで出かける。

　けれど慶さんが陰茎を完全に引き抜くことはなかった。ぎりぎりのところでまた、深い場所へと突き入れられる。

「ふぁ、ああっ……あ、ん、あっ」

　大きなスパンで出し入れされて、目の前がちかちかしてきた。

　わたしの中を掻きまわすように、慶さんが腰を使って陰茎を動かす。内側を、あますところなく擦られる。

　隘路の入り口からいちばん奥までを大胆に往復していたはずなのに、気づけばもっと小刻みなスパンに変わっていた。

「あ、あっ……それ……ぅ、やぅっ……」

　内側のどこが気持ちよいのか探るように、小さく小さく突きまわられる。そうして彼は悦い場所を探っているのかもしれないけれど、わたしとしてはじれったくなってしまう。

　ひとおもいに奥まったところまで来てほしくて、腰を右へ左へと揺らしてみる。

「……っ、まだ誘うのか」

　切羽詰まったような、抑えた声が後ろから聞こえてきた。

「さ、誘う……？　わたし、そんな……ぁ、あぅ」

「桃のようなここをそんなふうに揺らされたら、我慢ができなくなる」

　慶さんはわたしのお尻をすりすりと撫で摩りながらぐっ、と力強く腰を打ちつけてきた。

「ひぁああぁっ！」

　お尻にあてがわれている彼の手も、体の奥深くに沈められた彼の一部も、すべてが溶かされてしまいそうなほど熱い。

　奥まった箇所と入り口までを何度も大きく前後される。どこを擦られるのも気持ちがよくて、全身がぶるぶると震えはじめる。

「ん……っ」

　慶さんの呻き声はどうしてこう、艶めかしいのだろう。

　わたしの中で、慶さんも感じてくれてる。

　そう思うと嬉しくて、幸せで、たまらず涙が溢れてくる。

「慶さん……っ、あぁ、ん……っ！」

　なぜ彼の名前を呼んだのか、理由を尋ねられてもきっと答えられない。わたしの、意味を成さない呼びかけに、慶さんは体でもって応えてくれる。

「あふ、あっ……はぅ、あぅうっ！」

　息つく暇もないような抽送がはじまる。実際、きちんと息ができているかわからなかった。

　パン、パンッと体がぶつかり合う音が浴室に響く。それ以外に聞こえるのは、慶さんの息遣い。

「心春、心春……っ、愛してる」

　乳首を指できゅうっと締め上げられた。

　もう、だめ。そんなふうにされたらもう、だめ──。

　よりいっそう律動が激しくなる。

　目の前に飛ぶ星の数がどんどん増える。

　頭の中が真っ白になって、涙が溢れた。

　いちばん高いところにまで引き上げられて震える。彼もまた、わたしと同じように切ない箇所を大きく脈動させていた。

　ぐたりとその場に突っ伏したわたしを、慶さんはそっと、それでいて力強く引き上げてくれる。

　ふたりで壁にもたれかかって肩を寄せ合う。

　しばらくお互いになにも喋らなかった。

「……慶さん。いまほしいものってありますか？」

「俺は心春がいてくれればほかにはなにも要らない」

　即答した慶さんだけれど、わたしの顔を見つめてなにか思いついたのか「いや」と言った。

「ほしいものは、あるといえばある」

「なんですか？」

　わたしに用意できそうなものかな。

　慶さんにはいつも貰ってばかりだから、彼の誕生日にはとびきりのものをプレゼントしたいと思った。

　わたしは首を傾けて慶さんの顔を下から覗き込む。すると彼は「ふ」と声を漏らして笑った。

「心春の全部を舐めまわす権利」

　すぐには、理解できない。五秒ほど経って理解したあとは、顔が熱くなった。

「そ、そんなの……もう、あります。そうじゃなくて、もっと」

「そうか。では遠慮なく」

　慶さんはわたしの言葉を遮って腰を抱く。

「いっ、いまからですか!?」

「有用な権利はすぐに使うのがモットーだ」

　ちゅっと唇を啄まれた。例のごとく首筋にもキスの雨が降る。

　やがて舌が覗いて、肩や鎖骨を舐め辿りはじめる。

「け、慶さん、ほんとに……？」

「もちろん」

　彼の舌は乳首を舐めて、脇腹を這う。

「やっ、くすぐったいです……！」

「んん、じゃあこっちのほうがいいか」

　くるんと体を回転させられた。またしても四つん這いの状態になる。

　そして慶さんは、お尻を舐めはじめた。

「やぁっ、そんなとこ……や、やっ」

「おかしいな。俺は心春の全身を舐めまわす権利を持っているはずだ」

　たしかに、そう言ったけれど。すぐにでも撤回したくなった。

「あぅ、あっ……はぅう、あぁあっ……」

　それからは本当に全身を舐めまわされた。お尻だけじゃなくて、さっきさんざん舐めまわされていた小さな粒や膣口まで。

　ねっとりと這う舌の感触がたまらなくて、わたしはまたひとりで気持ちよくなってしまうところだった。

「やぅ、慶さん……！　わたし、真面目に話してて……っ！　だから、も……やぁ」

　話がしたいのだと訴えるために睨んでみると、慶さんはやっと舌を引っ込めて、わたしの目の前までやってきた。腰を抱かれて向かい合う。

「では話を聞こうか」

　慶さんは少し不満そうだったけれど、穏やかな口調でわたしの言葉を促してくれた。

「はい──あの、ほかに……ほしいもの、教えてください」

　気を取り直して訊いてみる。

「そうだな……明日にでも俺の家に引っ越してきてほしい。心春の顔をずっと見ていたい」

「う……そんなに見られたら、穴が空いちゃいます」

　慶さんがくすっと笑う。

「いいんじゃないか？」

　膣口をくちくちと指で探られた。

　……もしかしてまだ、するの？

　わたしは頬に熱が立ち上るのを感じながら言う。

「待ってください。あ、あのですね。わたし、慶さんの誕生日プレゼントを考えてるんです」

「そうか。じゃあ元旦はこうして……裸でくっついていよう」

　正面から抱きしめられて密着する。重なっている部分が熱い。

「ですから、そうじゃなくて……なにか、慶さんの役に立つプレゼントを」

「心春がいればいい。……ずっと、そばに」

　掠れ声で甘い言葉を紡ぐ慶さんの顔を見上げる。

　彼の誕生日になにかプレゼントするのを諦めたわけではないけれど、いまは彼の想いにきちんと応えたい。

「ずっとそばにいます。……大好き、だから」

　溢れる想いを口にすれば、慶さんは嬉しそうに笑ってわたしの唇を啄んだ。
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　濃蜜ラブルージュ様では初めまして、こんにちは。熊野くまのまゆと申します。

　編集部のＳ様、このたびはお声かけくださり本当にありがとうございました！

　今作、熊野は新しい挑戦として、初めて『わたし』の一人称で書かせていただきました。これまで書いてきたものとは一味違う雰囲気になっているかと思うのですが、いかがでしょう？　ご意見ご感想など、お寄せいただけるとすごく嬉しいです。

　初めての一人称でしたので……じつはちょっと筆が遅くなりました。ああでもないこうでもないと悩みつつ、頑張って執筆いたしました。

　さて今作のキャラクターについて。ヒロインの心春は緊張してばかりですね。そしてそんな心春を、ヒーローの慶さんは「かわいいかわいい」と愛でまくっています。心春を甘やかす慶さんは、書いていてとても楽しかったです！

　熊野の他作品をお読みの方は、もうお気づきかもしれませんが、今回も（軽～くですが）言葉遊びを入れております。本編のどこかに『くまの』が潜んでおりますので、よかったら探されてみてくださいね（いや「軽～く」じゃないでしょ、がっつり入ってるし！　というツッコミもお待ちしております笑）。

　イラストご担当の小島おじまちな先生。このあとがきを書く前の日に、担当編集者のＳ様から表紙ラフをいただきました。艶やかなふたりを拝見して大興奮しつつ、改稿作業に励ませていただきました。かわいらしい心春と、超絶かっこいい慶さんを、本当にありがとうございました！

　担当編集者のＳ様には、プロットから改稿と、細やかにアドバイスをちょうだいしました。熊野が気づかない点をたくさんフォローしてくださって、ありがとうございます。これからも精進してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。そして、本作のご制作に携わってくださった皆様に、心より御礼申し上げます。

　最後になってしまいましたが、読者の皆様。本作をお読みくださり、あとがきまで目を通してくださって、ありがとうございました！

　頑張るヒロインを温かく、力強く包み込むヒーローとのラブストーリーをこれからも紡いでいけたらと思いますので、引き続き熊野をどうぞよろしくお願いいたします。

　それでは。時節柄、どうかくれぐれもご自愛くださいね。






熊野まゆ










【著者紹介】

２０１４年１２月に商業デビュー。熊本県出身で無類のクマ好き。Ｏ型。ペンネームは、ハチミツ好きな黄色いクマさんのオマージュ。ツイッターでは新刊情報などお届けしております↓↓

https://twitter.com/Kumano_Mayu
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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